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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたしは仲間に入りたかったんだ。

　霧が晴れて、視界が開けたような気がした。

　あとは一歩目を踏み出すだけ。

　この胸いっぱいに期待と不安が詰まっていた。
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　空港の玄関を出ると、潮風に頬ほおをなでられた。

　眩まぶしい陽光に、悠ゆう斗とは目を細める。

「おぉ……」

　隣に並んでいた乃のノの香かが、勢いよく両手をあげた。

「わぁー、あたたかいです！」

　透明感のある青空に浮かんでいるのは、真っ白に輝く太陽──都心でビルの合間から見えるぼやけたソレとは全く違う。飛行機に乗っていた１時間で、まるで季節が変わってしまったかのようだった。

　乃ノ香は白の袖そでなしブラウスを着ており、下はショートパンツをはいている。

　長い髪をかきあげ、気持ちよさそうに目を細めた。

　彼女に続いて、マリィが空港から出てきた。青空を睨にらみつけ、うめくような声を漏もらす。

「ユウトくん……私、死にそうよ？」

「なんで!?」

「暑い」

「……コートを着てるからだよ」

「だって、家を出たときは寒かったもの」

「うん、そうだったね」

「もう無理」

　マリィが黒色のコートを脱ぎはじめる。下には、グラデーションのワンピースを着ていた。袖はあるが、肩が広く出ている。

　ほっそりした首筋に、つうっと汗が流れた。

　起伏の控えめな胸元へと落ちていく。

　マリィは経歴や言動からして悠斗よりも年上だと思うのだが、幼い顔立ちと身体からだつきのせいか、まるで小学生のように見えてしまう。とくに、こういうラフな格かつ好こうをすると。

「……マリィ、すっかり真夏の格好だね」

「んんー、いい風ね。ユウトくんも脱いだら？」

「僕も？　もうけっこう薄着だと思うんだけどな……」

　悠斗は飛行機に乗ったときにジャンパーをキャリーバッグへ仕し舞まったので、今はＴシャツのうえにＹシャツを羽織っているだけだった。

　彼女が指さしてくる。

「下のジーンズを」

「いくら南の島でも、捕まると思うなぁ」

　空港の前でいきなりズボンを脱ぐほど常識知らずではない。

「ガマンは身体からだに毒よ？」

「僕が脱ぎたがってるみたいに言わないで？　服を着てることにガマンはしてないからね」

　マリィはときどき……いや、高確率で言動が奇き矯きようだった。

　また別の少女──白しろ砂すなが悠ゆう斗との隣へ並んだ。

　額をぬぐいつつ言う。

「暑いですねー。この時期だと例年は、もっと涼しいんですけど」

　白砂は胸元を紐ひもで編あんだシャツを着ており、肩まで露あらわになっていた。

　意外と礼儀正しく真面目まじめな子なのだが、格かつ好こうは今風というか……若者向けのファッション誌に載っていそうな雰囲気だ。

　タイトスカートからは白い太ももが伸びており、ちょっと目のやり場に困る服装だった。

　悠斗は視線をタクシーの並ぶロータリーへ向けつつ、尋たずねる。

「これくらい暑いのは、さすがに珍しいんだ？」

「はい！　でも、せっかくユウト先パイと来たんだし、寒いよりよかったかも！」

「たしかに、寒いよりはいいね」

　そして、大きなキャリーバッグを押して、あとの２人が建物から出てきた。ハラミとナスだ。

　ハラミはオレンジのタンクトップ姿で、広く開いた脇わきや胸元から赤色の下着が見えている。見せるのが前提の服なのだろうけれど……

　しかも、誰かと張り合うかのように短いホットパンツをはいていた。圧倒的な肌色率！

「うーみー!!　うみうみうみうみうみドボーン！」

「気が早すぎる」

　まだ空港前のロータリーだ。

　ハラミが腰に手を当て、唇を尖とがらせた。

「つまんない男ねー。テンション低いのがクールでカッコイイとか思ってんじゃないわよ！　ぺっ！」

「……なんで、そんなにテンション高いんだ？」

「南の島に来て、上がってないほうがおかしいでしょ！　ねぇ、ナスさん!?」

「え……？」

　急に同意を求められて、ナスがビクッとした。

　こちらは、足首まである水色のワンピースを腰でしばっており、つば広の帽子をかぶっていた。

　ナスが曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

「えっと……南の島って感じですよね。ほら、椰や子しの木が」

　同意できないときにも、はっきり言えない性格の彼女だった。そういえば、ナスは飛行機が苦手と言っていた。まだ本調子ではないのだろう。

　ハラミがうなずく。

「だよね、南の島だよね！　東京とは違うよねー。空気が違う！」

　白しろ砂すなが手をひらひらと横に振った。

「神かみ絵え、ここも東京だよー？」

「あ、そうだっけね」

　そう、まるで異国に来たかと錯覚するような別世界だが、地図上は間違いなく東京だ。

　東京都八はち丈じよう島じまである。

　ハラミが白砂を指さす。

「ってか、なんで、ユウトは〝先パイ〟なのに、あたしは呼び捨てなわけ!?」

「えー？　さっき聞いたら、同い年タメだったから」

「あたしは20歳ハタチ！　白砂はまだ19歳でしょ！」












「ちょっぴり誕生日が早いだけで、同じ学年じゃん」

　白しろ砂すなは短大の２年生で、まだ誕生日が来ていないらしい。ハラミは高卒で専業イラストレーターになったので学校には通っていないが、同じ年度の生まれだった。

　ハラミが偉そうに胸を張る。

「あたしのが、業界歴が長いでしょ!?」

「そーゆーことは、神かみ絵えがユウト先パイとナストキュウリ先生に敬語を使ってから言うべきじゃん？」

「うっ!?」

　正論だった。

　ナスが困ったような笑みを浮かべる。

「んー……」

　今さら、ハラミに敬語を使われても──といったところか。

　ぐっ、と悠ゆう斗とは手を引っ張られた。視線を向ければ、マリィが見上げている。

「ユウトくん！　行こ！」

「あ、うん。そうだね」

　いつまでも立ち話をしていても仕方ない。

　タクシーがドアを開けて待っていた。そのトランクに、乃のノの香かがキャリーバッグを納めている。

　──あ、僕のだ。

　女の子に荷物を運ばせてしまった。

　悠斗は慌てて駆け寄る。

「ご、ごめん！」

「ユウト先生の荷物、載せちゃったけど、大丈夫でしたか？」

「もちろん。でも、なんか申し訳ないというか……」

「ぜんぜんです。わたしが好きでやってるので」

　そう言って乃ノ香が、マリィの大きめのリュックもトランクに納めた。友人として誘ったのであってメイドとして連れてきたわけではないのだが……

　当のマリィはすでにタクシーの後ろ座席に収まっていた。

「ユウトくん、こっちこっちー」

「……僕は助手席に乗るから、マリィの隣は乃ノ香ちゃんだよ」

「そ？　じゃあ、乃ノ香！」

「はーい」

　そんなことをやっている横を、ナスとハラミと白砂が歩いていく。

「ユウトさん、それでは後ほど」

「うん。場所は大丈夫？」

「はい」

　ナスがうなずいた。彼女たちは１台後ろのタクシーに乗る。

　アスファルトに濃い影が落ちていた。

　タクシーの助手席に乗り、日差しに焼かれたシートベルトを締める。

　フロントガラス越しに島の木々と、白波の光る水平線が見え、まるで絵に描かいたかのような入道雲が立ちのぼっていた。

　本当に別の国に来たかのようだ。

「八はち丈じよう島じまか……」

　ふと思い出す。

　あれは、半月前のこと──
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　池いけ袋ぶくろにある悠ゆう斗との自宅──

　西日が窓の外を茜あかね色いろに染めている。

　テーブルの上で、親おや子こ丼どんと味み噌そ汁しるがほんのり湯気をあげていた。

　乃のノの香かが箸はしを持ったまま固まっている。

　悠斗は箸こそ置いていたが、同じように硬直していた。

　そして、ドレス姿のマリィが抱きついてきている。




「私も、ユウトくん家ちに泊まる！　ここで書く！」




　彼女が言い放った。

　思わず、悠斗は言葉をこぼす。

「……訳がわからない」

　説明してくれそうな人物が、いくらか遅れて部屋にやってきた。

「ハァ、ハァ……マリィ先生……速い……」

　息を切らせつつ駆け込んできたのは、白しろ砂すなだ。

　こちらは、普段通りの格かつ好こうだった。渋しぶ谷やでも歩いていそうな服装をしている。

　悠斗は尋たずねる。

「これは、いったい？」

「すみません！」

　白砂が深々と頭を下げた。

　なにやら深い事情がありそうだ。

「とりあえず、入って。２人とも座ってよ。マリィ、ちょっと……」

　肩に手を置いても、なかなか離れない。いつになく頑かたくなだった。

「……ユウトくん」

「マリィ、君にも言いたいことがあるだろうけど、これじゃ落ちついて話ができないよ。せめて普通に座ってくれないと」

「走りすぎて吐きそう」

「放してー!?」

　水を飲ませ、頭に冷やしたタオルを載せ、絨じゆう毯たんに横たわらせた。

　よく見れば青ざめた顔をしている。

　白しろ砂すなが不安げだ。

「あの……マリィ先生、大丈夫なんですか？」

「マリィは身体からだがきつくても関係なく走れちゃうらしい」

　だから、思いのほか体力があるように見えるのだが、実際には家に籠こもってパソコンを叩たたいているだけの健康不良児なので、全力を出したあとには体調を崩すのだった。

　乃のノの香かが傍らで看病している。

「たぶん貧血だと思います。ちょっと寝てれば、治るかと」

「よかった」

　悠ゆう斗とはうなずき、白砂も安あん堵どの吐息をついた。

　それから、彼女が改めて頭を下げる。

「ユウト先パイ、ご迷惑をおかけしてしまい、すみませんでした」

「いや……ご迷惑をおかけしたのはマリィだからね──でも、事情を知ってるなら、教えてほしいな」

「はい」

　白砂がアルティメット文庫のパーティーでの顛てん末まつを教えてくれた。




〝先パイと２人きりで夜を明かしちゃったりして〟




　という白砂の言葉をキッカケに、マリィが暴走したらしい。

　悠斗は口元を引きつらせた。

「仕事道具を貸しただけだよね!?」

「はい！　それだけです！」

　白砂が耳まで顔を赤くして土下座する勢いで頭を下げる。

　乃ノ香の視線が冷たい。

「……人助けは、いいことだと思います」

「う、うん」

　いまいち言葉と表情が合っていない感じもするけれど、わかってもらえたようなので、それ以上は説明しなかった。

　あの……と今度は白砂が訊たずねてくる。

「こちらの中学生さんは……？　妹さんとか、ですか？」

　──そういえば、乃ノ香ちゃんを紹介していなかったな。

　実は、冬コミで顔を合わせているのだが、ちゃんと引き合わせたわけではないから、覚えてなくても仕方なかった。

　ぽりぽり、と悠ゆう斗とは頭をかく。

「えーっと……こちらは、乃の木ぎ乃のノの香かちゃんといって、僕のサークルで売り子をしてくれてて、今は家事を手伝ってもらってて……いや、もう全面的にお任せしてるな」

「奥さん!?」

「そうじゃなくて！」

　14歳との結婚は、合意のうえでも認められない。

　話し下手な悠斗が、どうにか説明していると、ポーンとＰＣから音があがった。

　Skypeにメッセージが飛んできたらしい。

「あ、そういや、錦にしきと夕飯のあとに作さ業ぎよイプする約束してたな」

　それどころではない状況だが……無視するわけにもいかないだろう。

　白しろ砂すなたちに断りを入れ、悠斗はＰＣの前へ。





　　　二に色しき『いるかー？』






　キーボードで返事を入力する。





　　　ユウト『おつかれ』

　　　二色『ボイスチャットに切り替えるか』

　　　ユウト『それなんだけど　今たいへんな上京になｘ』

　　　二色『やっぱ、音声のほうがいいんじゃね？ ^^;』

　　　ユウト『うん』






　そのようなわけで、ＰＣ越しに錦と会話できるようにした。卵型のスピーカーから彼の声が流れてくる。

『おつー。んで？　どうしたって？』

「……どう説明したものか。今、マリィと白砂さんが来ててね。あ、乃ノ香ちゃんもいるんだけど」

『お、おう。えらいことになってんな』

「いろいろ事情があってね……」

『イチから説明してくれ』

　どこから話したものか。

　何度か考えこみつつ、どうにか経緯を語った。途中、白砂が泣きながら電話してきたことは隠しておこうかと思ったが、変に話が繋つながらなくなって困っていたら、結局は彼女自身が説明した。

　やれやれ、と錦にしきがため息をつく。

『相変わらずだなぁ、ユウト』

「そうかな？」

『人助けはいいことだと思うけどよ』

　先程、乃のノの香かにも言われた。

　それほど、お節介を焼いているつもりはないのだが……

「マリィがウチに泊まりたいって言ってるんだけど、そんなに広くないし、どうしたもんかと思って」

　実際のところ、乃ノ香や白しろ砂すなが泊まったことはあるので無理ではない。ベッドは交互に使えばいいし、コタツで寝てもいい。

　正直、２人きりというのが、不安だった。

　長なが崎さき旅行のときは乃ノ香がいたからいいが……マリィは風ふ呂ろに乱入してくるような破は天てん荒こうな性格だ。

　なにが起きるか予想できない。

　その不安を察しているから、錦は〝泊めてやれば？〟などという無責任なことは言わなかった。

『そうだなぁ…………また旅行に行くってのはどうだ？　一緒に寝泊まりするってことに違いはないだろ？』

「旅行か」

　長崎へ行ったときは、はっきり言って大変だった。いろいろ振り回されて。

　しかし、とても楽しかった。

　いい気分転換になり、その後の騒動でがんばる気力の源みなもとになったように思う。左手首のケガも治ったし。

「……温泉があるとこがいいなぁ」

「お魚、美お味いしいといいですね」

　乃ノ香がうっとりした顔でつぶやいた。彼女は長崎で食べたクエ料理に惚ほれこんだらしい。

　錦が言う。

『実は、ユウトの長崎旅行が羨ましいつって、ハラミに何度か旅行へ誘われてるんだよ』

「そうなんだ？」

『でも、アイツと行くと、なんかトラブルに巻き込まれそうじゃね？』

「……うん」

『とはいえ、ずっと断り続けるのもナンだしな』

「マリィが良いなら、みんなで旅行ってのは楽しそうだね」

　その頃になって、ようやくマリィが身体からだを起こした。もう顔色はよさそうだ。

「行く」

　意外と力強く断言した。

「みんなでの旅行、大丈夫かい？」

「……うん。ユウトくんが一緒なら……大勢の旅行って行ったことないから、興味はあったし」

「そうだったのか。あれ？　修学旅行とかは……？」

　マリィが不思議そうに首をかしげる。

「ユウトくん、正しいことしかしない人と過ごすのって、時間の無駄だと思わない？　面白くないでしょ」

「そ、そう……かな？」

　彼女の学生時代について深く訊たずねるのは、理解に苦しみそうなのでやめておいた。

　錦にしきが話をまとめる。

『じゃあ、二泊三日くらいで。メンバーはユウトと小お倉ぐら先生と白しろ砂すなさんと乃のノの香かちゃんとハラミと俺か？』

「わたしもいいんですか!?」

　乃ノ香が声をあげた。

「当然よ」

　マリィが即答する。

　悠ゆう斗ととしても、ぜひ来てほしかった。というか、乃ノ香がいないと、マリィの相手をするのが自分１人になってしまう。

「乃ノ香ちゃんがイヤじゃなければ、ぜひ」

「わたしは嬉うれしいですが、学校が休みの日じゃないと……それでもいいですか？」

「もちろん」

『休日じゃないとダメなのは、俺も同じだ。リーマンだからな』

　自由人みたいな言動の錦だが、実はゲーム会社の正社員だ。最近は部下が増えて、さらに休日が取りにくくなってしまったとか。

　──マリィと、白砂さんと、乃ノ香ちゃんと、ハラミと、錦か。

　悠斗は、ナスのことを思った。彼女は大手企業に所属しているうえ、大人気のイラストレーターなので多忙だろうけれども。

　錦が続ける。

『場所はどうすっか？　温泉地で魚が美う味まいっていうと、伊い豆ずとか？』

「いいね」

『なんだけど、俺、ちょっと前に行ったんだよなー』

　初耳だった。

　マリィは〝行く〟とは言ったが、まるで他ひ人と事ごとのように相談に参加してこない。

　乃のノの香かも遠慮しているのか、とくに候補は出さなかった。

　おずおずと白しろ砂すなが挙手をする。

「あの……」

「どこか希望があるの？」

　こくりと彼女がうなずいた。




「八はち丈じよう島じまなんていかがでしょうか？」




　ほう、と悠ゆう斗とだけでなく、錦にしきまで意外そうな声を漏もらす。

『面白そうだな』

「……島は考えてなかったよ。白砂さん、行ったことあるの？」

「私、そこの出身なんです」





　　　　　†






　夕方──

　悠斗の家から徒歩５分の場所に、ナストキュウリこと佐さ伯えき愛あ澄すみの新居はあった。

　仕事机に向かって、ＧＷに秋あき葉は原ばらで催される展覧会用の大きなイラストを描かいている。

　独り暮らしに２ＬＤＫは広すぎるかと思ったが……

　まさか、引っ越して早々に、友人が転がりこんでくるとは。

　イラストレーター仲間の神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えが、正月に父親とケンカして家出したらしく、今も同居しているのだった。

　神絵はリビングにあるコタツで作業している。

　ポーンとSkypeの着信音がした。

「あ……ナスさん、錦とボイチャしてもいい？」

「二に色しき先生？　いいですよ」

　話し声が気になるような作業段階ではなかったし、ダメなときはイヤホンをつけて音楽を流せばいい。

　神絵は奔ほん放ぽうなようで意外と気遣い屋だった。

　愛澄が就寝する頃には、ちゃんと会話を終わらせるし、寝ているところを邪魔されたこともない。

　不便もある生活だが、妹ができたようで密ひそかに楽しんでいた。

　男性の声が流れてくる。

『おいーっす、ハラミ』

「おひさー」

　学生時代からの知り合いだというだけあって、神かみ絵えと二に色しきは遠慮のない間柄だった。女性に対して、どうかと思うが……ハラミという渾あだ名なが定着している。

『最近、どうだ？』

「順調っぽ。前より速く描かけるようになった気がするし」

『そいつは良いことだな』

「悩んじゃったとき、相談できる人がいるせいかなー」

『前もそんなよーなことを言ってたな。誰に相談してるんだ？』

「ナイショー」

　神絵はこの部屋に住んでいることを隠していた。

　変な誤解をされたくない──という理由には、愛あ澄すみも同意できる。

　それと、家族の不仲なんて周りに話したくないのだろう──というのは勝手な想像だったが。

　二色が言う。

『やれやれ……変な男に欺だまされたりするなよ？』

「アハハ！　それは大丈夫ー」

『あと、その相手に迷惑かけないようにな』

「うっ……うん」

　声が濁った。

　愛澄は苦笑してしまう。

　一般的に考えれば、迷惑を掛けられているのかもしれないが、この状況が嫌ではなかった。

　大変な面があるのも事実だが……

「んで、なに？　わたしの暮らしっぷりを聞きたかったわけ？　興味あんの？」

『そーじゃねえよ。前に旅行へ行きたいって言ってたろ。その時間は取れそうなのか、と思ってよ』

「えっ、どっか行くわけ!?」

『八はち丈じよう島じまって案が出てる』

「チョー行く！」

『本当に大丈夫か？　仕事先に迷惑かけるのは、ダメだぞ？』

「大丈夫！　あたしを信用しなさいよねー」

　神絵が胸を張った。

　向こう側で、二に色しきがうなる。

『まぁ……あとで編集に確認しとくか』

「信用薄ッ!?」

『念のために言っておくと、俺だけじゃないからな？』

「当然でしょ。あたしだって錦にしきと２人きりなんて嫌だし」

　なぜか、愛あ澄すみは安あん堵どしてしまった。

　２人だけで旅行に行くような仲なのかと思い、戸惑っていたところだ。神かみ絵えも二色も恋人がいて当然の年齢ではあるのだが……

『まず、ユウトだろ』

「だよねー」

　彼の名前が出て、愛澄の心臓が跳ねる。

　先日の自分の言葉を思い出した。




「もしも……この気持ちが……〝好き〟だったら……そのときは……ユウトさんが嫌でなければ……その……よろしくお願いします」




　ほぼ告白なのでは？

　今でも、赤面してしまう。

　この歳としになって自分の感情を持て余すなんて──と情けない気持ちもあり、余計に恥ずかしかった。

　二色が言葉を続ける。

『小お倉ぐら先生と、白しろ砂すなさんと、乃のノの香かちゃん』

「は？　マリィちゃんも来るの？」

『なんか、人生初の大勢での旅行に挑戦したいらしい。つーか、今回は小倉先生の発案みたいなもんだし』

「ふーん？　まぁ、ユウトってマリィちゃんに甘いよねー」

　愛澄は密ひそかに首を横に振る。

　彼は誰に対しても優しいのだと思う。愛澄がストーカーに困っていたときも、ほとんど初対面にもかかわらず親身になってくれた。

「……」

『代表作の原作者に誘われたら、無下にはできないんじゃね？』

「そういうものー!?」

『ハラミは、《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》の先生に誘われたら、どうするよ？』

「旅行!?　エロくない!?　えー、悩むかも！　でも、あの作者とは一度も会ったことないけどね」

『ああ、そういうことあるよな』

　ライトノベルにおいて、イラストレーターとのやり取りは全すべて編集者が行う。シリーズの最初から最後まで一度も作者と会わないことも、そう珍しくはなかった。

　神かみ絵えが話を進める。

「──ていうか、白しろ砂すなって誰!?」

『小お倉ぐら先生の挿絵をすることになった新人イラストレーターらしいな。泣くほど苦労してたとこ、ユウトが教えてやったんだとよ』

「へー」

『現役の短大生だぞ』

「またなの!?　そのうち、捕まるんじゃないの、ユウト!?」

　バンバン、と神絵がコタツを叩たたく。

　隣の部屋で会話を聞いていて、愛あ澄すみは固まった。

「……」

『俺は、コミケでちょっと顔を見たくらいで、よく知らないんだが……まぁ、悪い子じゃないんじゃね？』

「男って、若い女に弱いのよねー。ヤダヤダ」

『おいおい……オマエと同い年くらいじゃねえか？』

「あ、そうかも。じゃあ、あたしにも優しくしなさいよね！」

『アッ、ハイ』

　愛澄は後悔していた。

　イヤホンをつけて音楽を流し、神絵たちの会話を聞かないようにしておけばよかった、と思う。

　──みんなで、旅行か。

　胸の奥にモヤモヤが渦巻く。これは嫉しつ妬とだと気付いて、愛澄は自己嫌悪した。

　ユウトにとって、神絵と二に色しきは付き合いの長い仲間。乃のノの香かは家事をやってくれているし、小倉まりぃは代表作の原作者。彼女の別作品のイラストレーターで後輩となる白砂。

　愛澄は？

　……私は？

　心の中で、つぶやいた。

　隣の部屋から、二色の声が聞こえてくる。

『あと、ユウトがナスキュウさんも誘いたいって言ってるんだけど……男が旅行に誘うのは、どうだろうな？』

「え？　べつに良くない？」

『ハラミは仲良くしてるみたいだけど、俺やユウトとは、そう何度も会ってないからなぁ』

「錦にしきは嫌なの？」

『嫌なわけないだろ。あちらに迷惑じゃねえか、と思ってさ。ナスキュウさん、忙しそうじゃん。誘うだけでも失礼じゃね？』

「えー？」

　神かみ絵えが声をあげ、こちらを見る。開けたままのドア越しに、目が合った。

　愛あ澄すみは思わず椅い子すから立ち上がる。




「私も、行きたいです！」




　気付いたときには、もう叫さけんでいた。

　げげっ、と神絵が目を丸くする。

　彼女のＰＣのスピーカーから、唖あ然ぜんとした二に色しきの声が。

『なんだ今の!?　まさか、ナスキュウさんか？　オイ、ハラミ！　オマエ、今、どこにいる!?』

　ぱくぱくぱく、と神絵が無言で唇だけ動かす。

「…………ッ！」

　抗議の視線だった。

　──またやってしまった！

　愛澄は両手で顔を覆おおう。

　自分がこんなにも冷静さを失う人間だったなんて！　ここ半年ほどで、どれほど失敗を繰り返したことか。泣きそう。

「……ごめんなさい」

　マイクに届かないくらい小さな声でつぶやいた。

　神絵がため息まじりに言う。

「あー……錦？　驚かないで聞きなさいよ？」

『もう、驚いちまったけどな』

「今のは、あたしの声真ま似ねだから」

『そんなわけねえだろ、ドアホ。ナスキュウさん家ちに居るなら、最初から言えっての』

「ごめんち、ごめんち」

『まぁ、予想外の展開ではあるが……迷惑じゃないなら、よかった。あー……ナスキュウさん、旅行へ一緒に行きましょう。ユウトも喜びますから』

　愛澄は目尻に浮かんだ涙をぬぐった。

「……はい、喜んで」
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　旅行の日程は、三連休を待って半月後ということになった。

　そして、当日──

　羽はね田だ空港のロビーで、悠ゆう斗とは片手を挙げる。

「おはよう」

「ユウト先生、おはようございます！」

　乃のノの香かが元気よく挨あい拶さつした。

　彼女に引きずられるようにして、マリィもやってきて眠そうにアクビする。

「ほわぁ……よ」

「もしかして、それは〝おはよう〟なのかい？」

「眠い」

「寝てないとか？」

「ちゃんと寝たわ。７時間くらい」

「おや、ちょうどいい睡眠時間だね」

「でしょ」

「前日は？」

「……３日前には、寝たわ」

「相変わらず、むちゃくちゃな生活してるね」

　２徹のあとで７時間では、まだ眠くて当然だった。

　乃ノ香が苦笑する。

「チャイムを鳴らしても出てくれなくて、預かっていた合あい鍵かぎで入って起こしたんですが、なかなか目を覚ましてもらえなくて」

「大変だったね」

「マリィ先生に服を着せるのは、大きなお人形さんみたいで、楽しかったです！」

　前回の旅行の反省を踏まえ、迎えに行ってもらって正解だった。

　ほんのり、マリィが頬ほおを染める。

「乃ノ香のえっち」

「えっちなことはしてませんよ!?」

　そんな話をしていると、大きなキャリーバッグを引きながら、白しろ砂すながやってきた。

「おはようございます！」

「やあ、白砂さん。大荷物だね……？」

「えへへ……ひさしぶりの地元なので、お土産が。正月も帰らなかったですから」

「なるほど」

　その原因となったマリィは、まったく我関せずとばかりに、ソファーで寝転んでいた。子供を見守る母親のように乃のノの香かが付き添っている。

　待ち合わせ５分前──

　ナスとハラミもやってきた。

「おはようございます」

「オハー」

　挨あい拶さつを交わす。

　悠ゆう斗とはスマホで時計を確認した。

「……あとは錦にしきだけだね」

　ハラミが目を細める。

「普段、しっかり者ぶってるけどさ、けっこう遅刻が多いのよねー、あの男」

「忙しい方ですから、仕方ありませんよ」

　ナスが宥なだめた。

　とはいえ、飛行機には間に合ってもらわないと……

　ちょうど当人から、悠斗のスマホに連絡が入る。

　通話ボタンを押した。

「やあ、錦」

『………………』

「あれ？　電波が悪いのかな、錦？」

『う』

　苦く悶もんの声だった。

「え？　なに？」

『う……』

「どうかしたの、錦？」




『うんこがとまらなくって』




「はあー!?」

『すまん……無理だ……たぶん……ノロ』

「えええええっ!?」

　聞けば、２日前の晩に、他のイラストレーター仲間と宅たく呑のみをしたらしい。

　近所のスーパーで大安売りしていた牡か蠣きを買ってきて、牡蠣鍋なべをしたのだとか。それが原因とは断言できないものの。

「……無謀な」

『うっ、また……ッ!!』

　錦にしきが悲痛な声をあげた。

　そのとき、悠ゆう斗とのスマホが、ハラミに奪い取られる。

「なに男２人で、ごちゃごちゃ話してるのよ！　ちょっと錦!?　いつまで、このあたしを待たせ……ッ」

　彼女が耳を当てたスピーカーから、いかなる音が流れたのか。

　想像したくなかった。

「きゃああああ!?」

　悲鳴をあげ、スマホを投げ返してくる。

「わわっ!?　ちょっと、ハラミ!?」

「汚い！」

「僕のスマホが汚いわけじゃないよ!?」

「ううぅ……乙女なのに。穢けがされた」

　涙目だった。

　自業自得だと思うけれど。

　悠斗は微妙な気分でスマホを持ち直す。

「あー……聞こえる？　旅行のことはいいから、ちゃんと身体からだを治してね？」

『すまん』

　錦との通話を終えた。

　そして、乃のノの香か、マリィ、白しろ砂すな、ナス、ハラミに視線を巡めぐらせる。

「……錦は脱落ということで」

　残念ながら、そういうことになった。

　マリィがソファーから身体を起こして、ぽつりとつぶやく。

「デスゲーム？」

「違うよ！」
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　初日、昼──

　空港から、タクシーでレンタカー屋へ移動した。

　ナスがあごに手を添える。

「……６人だと、中途半端ですね？」

　悠ゆう斗とはうなずいた。

「たしかに。レンタカー１台だと乗り切れないからね」

　もともとは錦にしきと悠斗が運転する予定だったのだが。

　マリィが顔を青ざめさせる。

「１人、減らすんだ……」

「しません」

　ナスが顔をしかめた。

　びくっ、とマリィが悠斗の後ろに逃げてくる。

　この２人の相性は微妙なところだった。

　けれども、今回のマリィは〝大勢での旅行に挑戦〟らしいので、ちょうどよかったかもしれない。この機会に人見知りが少しは治るといいのだが。

　悠ゆう斗とはレンタカー屋の料金表に視線を落とした。

「さて、どうしたもんか？」

　ナスが申し訳なさそうに言う。

「私、免許は持っているんですが、３年以上もハンドルを握っていませんので」

「ペーパーゴールドってやつですか」

「恥ずかしながら」

「あたし、運転できるよ！」

　ハラミが堂々と宣言した。

「……乃のノの香かちゃんと白しろ砂すなさんとマリィは免許を持ってないから、運転できるのが僕だけなんだよな」

「あたし！　あたし！　運転できる！」

「６名以上の大きなワゴンが借りれるとよかったんだけど……まさか錦にしきがリタイアすると思ってなかったから、予約してなかったんだよね」

「無視しないでよ、ユウト！」

「……ハラミ……この旅行が本当にデスゲームになっちゃいそうだから、ダメ」

「そんなことないし！」

「君、普段から運転してるの？」

「ううん。お父さんのベンツ、家うちの駐車場で擦こすったら、貸してくれなくなっちゃった」

「当たり前なんだよなぁ」

　会ったこともない父親に同情してしまった。

　乃ノ香が店先にずらりと並べてある自転車に興味を持ったらしい。赤色のシティサイクルで、フレームに大きなバッテリーが付いていた。

「あの……これも借りられるんですか？」

　店員のおじさんがうなずき、レンタルサイクルのメニューも見せてくれた。

　白砂もまじまじと見る。

「へー。そういえば、島で自転車に乗ったことないなー」

「そうなんですか？」

　首をかしげた乃ノ香に、白砂がうなずいた。

「アップダウンきつめだし？　どっか行くなら、バスとか。あと、親にクルマを出してもらうから」

「なるほどです」

　店員のおじさんが、電動だから坂道も楽だよ──と教えてくれた。

　悠ゆう斗とも興味を持つ。

「電動自転車か。そういえば、知り合いのイラストレーターが買って、すごく良いって言ってたな」

　ハラミがドヤ顔で言う。

「あたしも使ってるよ！　駅まで最速！」

「楽しそうですね」

　ナスが笑顔でうなずいた。

　いいかもしれないな──と悠斗も興味が湧わいてくる。

　マリィが嫌そうな顔をした。

「漕こぐの？」

「まぁ……無理に自転車じゃなくていいと思うけど」

「荷物、重くない？」

「あ」

　結局──

　中サイズのレンタカーを借りて、全員ぶんの荷物を載せて悠斗が運転することに。

　助手席にはマリィが乗った。

　その他の面々は、レンタサイクルを借りる。

　楽しそうだ。

　悠斗はドアガラスを開けて尋たずねる。

「どうする？　ひとまず、ホテルに向かう？」

　ナスが思案顔をした。

「んー……たしか、ホテルは島の中心から外れた場所ではありませんでしたか？」

「うん」

「自転車だと、それなりに時間がかかりそうです。先に昼食にしてはいかがでしょう？」

　悠斗はクルマの時計に視線をやった。

　まだ昼食には早いが、今朝は早起きだったので空腹感がある。

「そうだね。どこかオススメの店はある？」

　一同が白しろ砂すなに視線を向けた。

　彼女はやや思案して。

「魚料理は夜に取っておくとして、まず明日あした葉ばを使った料理なんてどうです？」

「明日葉？」

　悠斗の問いに、白砂が両手で三角を作る。

「これくらいの葉っぱです。八はち丈じよう島じまでは、お茶に天ぷらにお菓か子しにと大活躍なんです」

「へえ」

「美肌効果や、貧血予防、ダイエット効果もあるなんて話も」

　ざわっ、と女性陣の目の色が変わる。

　悠ゆう斗とに選択権はなくなった。
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《名な代だい一いつ休きゆう庵あん》

　砂利の庭の先に、新しい建物のお店があった。

　すでに人が並んでいる。

「いつも、お昼は満席になる人気店なんです」

　白しろ砂すなの言葉に、悠斗はうなずいた。

「それは期待だね」

「ここの手打ちの明日あした葉ばうどんは、島の名物です。定番だと、かけうどんか天ぷらうどんですかね」

「ふむふむ」

　ほどなく順番となり、店に入ることができた。奥の座敷席を用意してもらう。

　みんなで頭を寄せ合ってメニューを見る。

　白砂は悩んでいなかった。

「私、島に帰ってきたときは、ここでカツカレーうどんを食べるって決めてるんで」

「そういう味、あるよね」

　ハラミが指さす。

「肉うどん！」

「私は……野菜うどんにします」

　ナスが決めて、乃のノの香かがうめく。

「天ざるうどん……んんー……でも……」

「なにか悩んでるの、乃ノ香ちゃん？」

「最近、ちょっとお肉がついてきちゃってるのでー」

　ハラミが「わかるー!!」と声をあげた。ナスが苦笑し、白砂が微妙な表情を浮かべた。

　困り顔の乃ノ香の背後から、こそ～っとマリィが手を伸ばす。

　おもむろに、胸を鷲わし掴づかみにした。

　乃ノ香のふくらみが、マリィの細い指で形を変えられる。

「ふぎゃあ!?」

「おおー？　たしかに、お肉が増えてるね、乃ノ香！」

「こ、こんな場所でやめてください！」

　ハラミがガラの悪い人相になった。

「肉がついたって、そっちかよ」

「あううぅ……水泳のタイムが、どんどん落ちていくんですよぅ……」

　結局、乃のノの香かは天ざるうどん（少なめ）にした。

　マリィがメニューを指さす。

「トンカツ入り冷やしたぬきうどん？　なにこれ？　初めて見たから、これにするわ」

「……相変わらず、食べ物についてはチャレンジャーだね。僕は、卵とじうどんにするよ」

　ハラミに睨にらまれた。

「なんで、あんたが一番乙女っぽいもん頼んでるのよ!?」

「えっ？　そ、そうかなぁ」

　注文してから、しばらくして。

　料理が運ばれてくる。

　マリィが目を見開いて、たじろいだ。

「うっ……」

「多いね。大丈夫かい？」

「無理」

　諦めるのが早かった。仕方がないので、カツを半分ほど引き受ける。なかば予想通りだった。

　うどんには明日あした葉ばの天ぷらがついている。

　悠ゆう斗とは箸はしでつまんで、まじまじと観察した。色といい、艶つやといい……

「葉っぱだなぁ」

　異論は出なかった。

　ナスがコンパクトデジカメで、パシャパシャパシャパシャパシャと撮影する。

　食べてみると──

　ほんのりとした苦味と甘あま味みがあって、やわらかい。想像していた青あお臭くささはなく、上品な風味だった。

「あ……美お味いしい」

「うどんもイケてるわね！」

　すごい勢いでハラミが肉うどんを口へ運ぶ。同じくらいの勢いで、白しろ砂すながカツカレーうどんを食べる。

　名店という評判に違たがわず、明日葉の天ぷらだけでなくうどんも美味しかった。

　食後の緑茶で、一息入れる。

　ナスが両手で持ち上げた湯飲みに、そっと唇をつけた。

「ん」

「ほぅ……」

　悠ゆう斗とは横目に眺めて──妙に絵になるな、と思う。最初に座ったときのまま姿勢が全く崩れていない。正座を苦にする様子が微み塵じんもなかった。

　ふと、ナスと目が合う。

「どうしました、ユウトさん？」

「あ……いや……えっと……次！　どこへ行こうか、と思って」

　観光用のパンフレットを開いていた乃のノの香かが、声をあげる。

「牛さんがいるそうですよ!?」

　ナスがうなずいた。

「そういえば、八はち丈じよう島じまといえば、ジャージー牛ぎゆうですね」

「いいね。都心に住んでると見ることがないし」

　悠斗の言葉に、乃ノ香が笑みを浮かべる。

「はい！」

　ハラミが頬ほお杖づえをついた。

「まぁ、牛なら所ところ沢ざわにもいるけどねー」

　白しろ砂すなが腕組みする。

「んー………まぁ、観光の定番だもんね。夕飯も多いだろうし、ちょっとがんばって登ろうか」

　がんばる？　と乃ノ香が問う。

　白砂が窓の外を指さした。

　島を形作る山が聳そびえている。その山頂には雲がかかっていた。

「八丈島に２つある山の、高いほう、八丈富ふ士じ。標高８５０メートル以上で伊い豆ず諸島最高峰ほう──ふれあい牧場は、その中腹にあるからね！」

「はわぁ……がんばらないとです！」

「マジかぁ」

　ハラミがうんざりした顔をして、ナスが励はげました。

「それは、ダイエットになりそうですねー」

「なるだろうけどさー」

　盛り上がる輪から離れ、ひらひらとマリィが手を振る。

「がんばって？」

　悠斗もクルマで行く気だったのだが……

　ハラミが立ち上がった。

「マリィちゃん、初日くらい集団行動しよう！　ユウトもね！　自転車で行くわよ！」

「え？　でも、クルマが……荷物が……」

「レンタカー屋にでも置かせてもらえばいいでしょ！　死なば諸もろ共ともよ！　全隊前進ッ！」

　マリィが引きずられるように連れて行かれる。

「い[image: ][image: ][image: ]や[image: ][image: ][image: ]」

　悠ゆう斗とはため息をついた。

「まぁ、これも〝大勢での旅行〟の醍だい醐ご味みか。付き合うとしよう……」

　乃のノの香かが申し訳なさそうに言う。

「すみません、私が言い出したせいで」

「はは……たしかに、僕１人なら自転車で山登りはしなかったけど……だからこそ、みんなで旅行するのって楽しいんじゃないかな？　自分１人の旅では絶対にしない経験ができるよ」

「あ……」

　ぱあっ、と彼女の表情が明るくなった。
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　眼下に八はち丈じよう島じまの町が一望できる。

　気温が下がった気がした。

　ベンチに腰掛け、ハラミが喉のどの嗄かれた声を絞り出す。

「ヒルクライマー……すっごい……」

「神かみ絵え、最後で飛ばすからバテるのよ？」

　白しろ砂すなが隣に腰かけている。彼女も疲れている様子だったが、ハラミほどではない。

「ううぅ……でも、山岳賞は譲れないっしょ？」

「……なに？　サンガクショウって？」

　視線を上げると、すでに乃ノ香とナスは牧場を楽しんでいた。

　白砂がぼやく。

「あの２人、体力あるよねー」

「……のののちゃんは、水泳部のレギュラーらしいから」

「ナストキュウリ先生は？」

「あー……そういや、週３回ジムに通ってるって言ってたかも」

「なるほどねー。私もジム通いしようかなぁ」

「ダメ」

「な、なんで？」

「白砂はこっち側にいなさいよ。自堕落仲間のニオイがするし！」

「うわっ……イヤすぎる。本土に戻ったら、絶対に通いはじめるんだから！　もう私は周りに合わせないって決めたの！」

　白しろ砂すなが決意表明した。

　ハラミが唇の端はしを卑ひ猥わいに歪ゆがめる。

「まぁ、締め切りに追われれば、どうせ行かなくなるわね」

「くっ!?」

　２人がワァワァと言い合っていると、遅れること15分──やっと、悠ゆう斗ととマリィが登ってきた。

　悠斗は声をかける。

「もうすぐだよ、マリィ！」

「……私の……命運が……？」

「いやいや、到着だよ。ふれあい牧場だよ」

「私……決めた」

「なに？」

「もう一生、自転車は乗らないの」

「はは……」

　ゆっくり漕こげば、電動アシストのおかげで平地と大差ない感覚で登れたので、悠斗にとっては想像していたより楽だったのだが。感じ方は、人それぞれか。

　自転車を駐とめ、みんなと合流する。




　ふれあい牧場──

　乃のノの香かとナスが牛と戯たわむれている。

「わぁ……かわいいです！」

「こんなに近くまで来ることもあるんですね」

　牛が放し飼いにされている場所は広く、人間が歩ける通路は柵さくがあって限られている。

　しかし、牛のほうから寄ってきてくれたおかげで、手を伸ばせば触れそうな近さだった。

　座りこんだ牛に合わせ、乃ノ香が前まえ屈かがみになる。

　ワンピースに包まれたふくらみが、ゆさりと揺れた。

　ナスがまじまじと見つめる。

「……似てます」

「はい？」

　訳がわからず、乃ノ香が頭上に？マークを浮かべるのだった。

　ハラミが山頂を指さす。

「あっ！　もっと上まで登ってる人がいる！」

　見上げてみると、山を歩く人影があった。豆粒のように小さく。

「ほう……登れるのか」

　悠ゆう斗とは感心したような声をこぼした。

　登山道があって階段になってるんですよ──と白しろ砂すなが説明してくれた。

　ハラミが瞳ひとみを輝かせる。

「行ってみない!?」

「却下」

　提案が言い終わるのと同時に、マリィが拒絶した。

　悠斗は苦笑する。

「まぁ……登山の用意はしてきてないからね」

「むー」

　不満そうに唇を尖とがらせつつ、今回はハラミが引き下がった。

　来てみたものの、どうするかな？　と思っていると、ナスがカメラを向けてくる。

　コンパクトだけれども、センサーとレンズだけは大きい。ＲＸ１００の初代モデルだと言っていた。

「せっかくですから、記念撮影しませんか？」

「いいね」












　悠ゆう斗とたちは山を背にして並ぶ。

　パシャパシャパシャパシャパシャ……とナスのカメラが連続してシャッター音をあげた。

　ポーズを取ったまま、ハラミがつぶやく。

「……ナスさん、写真好きだよね」

「僕、一緒に出かけるの２回目だから、初めて知ったよ」

　マリィが飽あきて「ジュース買ってくる」と言って駆けだし、白しろ砂すなが追いかける。

　乃のノの香かだけは人気コスプレイヤーの習性なのか、レンズの前ではピシッとポーズを取り続けていた。

　ナスが嬉うれしそうだ。

「乃ノ香ちゃん、さすがね。今度、正式にモデルを依頼しようかしら」

「わぁ、がんばりますので！」

　もう記念撮影じゃなくて撮影会な気がする。

　町のほうから地響きがした。

　眺めると──

　滑走路を飛行機が走っている。

「あ、飛ぶとこだ」

　ハラミも一緒に見ていた。

「浮かなかったら、海に落ちるよね、あれ？」

「いやいや……さすがに停とまると思うよ」

　お腹なかの大きな灰色の飛行機は、落ちも停まりもせず、ふわりと地面から離れる。ゆっくり空へと昇っていくのだった。

　ずいぶん遠くまで登ってきたものだ。
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　夕方──

　茜あかね色いろに輝く海を横目に見つつ、海辺のホテル《リードパークリゾート》に入る。

　悠ゆう斗とはちょっと苦労しつつ、レンタカーを駐車場の枠内へ駐とめた。

　助手席には、すっかりバテきったマリィが寝ている。その小さな肩をゆすって起こす。

「ついたよ」

「家？」

「帰宅、早すぎない？」

　ホテルのフロントでチェックインの手続きを終えた頃、自転車組が到着した。

　といっても、電動自転車のレンタルは夕方までだ。夜道は自転車だと危ないし、充電も必要だから。彼女たちは自転車の返却後にタクシーを拾ってホテルまで来たのだった。

　４人が入ってくる。

　乃のノの香か、白しろ砂すな、ハラミ、ナス……

　通りがかった客たちが振り返ったり、まじまじと見つめたりするくらい、人目を引いていた。

　ハラミがロビーを眺めて声をはずませる。

「いいじゃない、オシャレで！」

「錦にしきが選んだから、あとでお礼を言っておこう」

「生きてるといいわねー」

　電話してきたくらいだから、きっと大丈夫だと思うが。

　白しろ砂すなが大きなキャリーバッグを引いてくる。

「ユウト先パイ、これクルマから運んでもらって、ありがとうございます」

「まぁ、それくらいはね」

　一応は唯一の男手なわけだし。

「部屋割り、どうしますか？」

「えっと……」

　もともとは７人の予定だったから、２人・２人・３人で部屋が取ってある。今は６人。

「誰かが、ユウト先パイと同じ部屋に!?」

　えっ!?　と乃のノの香かやナスが顔を見合わせた。

　悠ゆう斗とは肩をすくめる。

「そんなわけないでしょ。僕は２人用の部屋を１人で使わせてもらうよ。ジャンケンでもして部屋割りを決めてもらえる？」

「ですよねー」

　ほうっ、と乃ノ香たちが吐息をついた。

　結局、ジャンケンは行われなかったらしい。ちょっと話し合っただけで、自然と部屋割りは決まったようだ。

　３人部屋がマリィと乃ノ香と白砂。２人部屋がナスとハラミという組み合わせになった。




　悠斗は部屋に入って、ベッドの脇わきにキャリーバッグを置く。

　窓を開けると、潮の香り。

　おだやかな風に、波の音が乗ってかすかに聞こえてくる。

　そのままベッドに倒れこんだ。

　──今日は早起きして、電車と飛行機を乗り継いで、慣れない運転をして、極めつけは電動とはいえ自転車で山登り。

　まだ夕方なのに、けっこう眠気があった。

「……ちょっとハードだったよなぁ」

　目を閉じる。

　ぶくぶくぶくぶく……と水の中へ沈んでいくような感覚。海の底へ潜もぐっていく。




　ノックの音で意識が戻った。

　寝てた!?

　今、何時だ!?

　悠ゆう斗とは慌てて身体からだを起こした。ここはオートロックで施錠されるホテルだ。とんでもなく長い時間、待たせてしまったかもしれない。

「やばっ!?」

　声をあげると同時に、一瞬だけ窓の外へと視線を投げた。

　夜。

　しかし、まだ西の空には茜あかね色いろの光が残っている。

　机に置いたスマホを見ると、１時間くらい寝ていたらしかった。徹夜で作業していても、こんな寝落ちの仕方はしないのに……

　我ながら、よほど疲れていたのか？

　急いで部屋のドアを開けた。

「ごめん、待たせて」

「ユウト先生、おつかれさまです。そろそろ、お夕飯に行きませんか？」

　乃のノの香かの言葉に〝ちょうどいい時間だね〟とうなずく。

「みんなは？」

「もう、ロビーに向かってます」

「わかった。すぐ用意するよ。夕飯は、どこ行こうかな？」

「白しろ砂すな先生が招待してくださるそうですよ」

「招待？」

　ロビーに行くと、みんなが待っていた。

　悠斗の姿を見つけて、白砂が駆け寄ってくる。

「先パイ、おつかれさまです！」

「お待たせ。夕飯のお店、アテがあるんだって？」

「はい！　ぜひぜひ！」

　そこまで熱心なら、断る理由もない。

　もともと店選びは錦にしきに任せられそうだったので、下調べをしてきていなかった。
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　古い民家だ。

　庭には樹齢何年なのか、これが神社なら御神木とか呼ばれそうな見事な大樹が聳そびえていた。

　生おい茂しげった葉の下まで歩くと、真っ暗くら闇やみに落ちる。

　すっかり夜になっていた。

　街灯がないので、月明かりが届かないと、本当に何も見えなくなる。都内ではまず体験しない暗さ。

　足元がどんな状態なのかすら判然としなかった。踏んでみて、その感触からようやく砂利だとわかる。

「みなさん、こちらです」

　けっこう大きな紙袋を片手に、白しろ砂すながすいすいと建物へ向かう。

　夜目が利きくのか、慣れているのか……

　木の根っこでもあって躓つまずいてしまわないか、悠ゆう斗とはおっかなびっくり彼女を追いかけた。

　玄関前。

　大樹を輪切りにした一枚板を、そのまま使った看板が掛けられていた。建物の灯あかりが当たって、どうにか読める。

　黒々とした墨すみで『樫かし立たて庵あん』と書かれていた。

　白砂が扉を開ける。

「ただいま～」

「えっ!?」

　悠斗の驚きの声に、白砂が振り返った。

「ここ、私の実家なんです。魚料理なら島一番だと思ってますから、おおいに期待してくださいね！」

　えええっ!?　と悠斗だけでなく乃のノの香かやナスまで声をあげる。

　マリィは立ったまま寝ているのかと思うほど眠そうで、ハラミは大樹の枝から吊つるしてあるブランコで遊んでいた。

　悠斗たちは玄関先で立ち尽くす。

「実家かぁ……」

　改めて、大きな民家と広い庭を眺めた。これが？

　ナスさんが親しみをこめた声で言う。

「日本料理のお店の娘さんだったんですね」

「あはは、私は魚を三枚におろすくらいしかできないですけどねー」

「それだけでも優秀だと思いますよ」

　乃ノ香もうなずいた。

「ですよ」

　ヒラヒラと白しろ砂すなが手を振る。

「やだなぁ。そんなの、みんなできますよ。あ、靴は脱いだままでいいんで、あがってくださいあがってください」

　うながされて、みんなして玄関廊下へとあがった。

　マリィがアクビ混じりに問う。

「ほわぁ……〝魚を三枚におろす〟ってなに？」

「君、作家さんなのに……」

「ユウトくん、作家は雑学王じゃないわ」

「なるほど。たしかに、空想の物語を作る人だよね」

「嘘うそをそれっぽく書ける人よ」

「言い方！」

　冗談だと思ったのか、その会話に笑いつつ乃のノの香かが説明する。

「マリィ先生、魚の頭や内臓を取って、身の左右と中骨の三枚に分けることを言うんですよ」

「なんで、分けるの？」

「えっ!?　えーっと……中骨は、身と同じ調理では、食べられませんから」

「仲間はずれは、よくないよ」

「そうなんですけど、そうじゃなくて……あっ、ミカンの皮みたいなものです。皮は実と一緒には食べませんよね？」

「私、ミカンよりイチゴが好きよ？」

「ううぅ……」

　いつもの調子のマリィに引っ張り回されて、乃ノ香が目を回す。

　悠ゆう斗とは肩をすくめた。

　そんな様子を見ていて白砂が訊たずねてくる。

「マリィ先生、小説は読みやすいのに、どうして会話になると、あんな感じなんでしょうか？」

　からかって遊んでいるだけ？　文章のときだけ気を遣っている？　そもそも、思考パターンが違っている？

「……僕は文章書きじゃないから、ちょっとわかんないよ」

「私も理解できないんですよね」

　白砂がため息をついた。

　まだ乃ノ香とマリィの脱線した会話は続いていた。

「うんうん、お魚いっぱい楽しいね」

「あうぅ……」

　廊下の奥へ進んでいく。やや後から、ナスとハラミが追いかけてくる。

「スゴイですね。これは珍しいです」

「だよねー。こんな古い建物、そうそう見ないし」

「あ、古いだけなら、私の実家も古いと思うんですが」

「え？」

「ほら、あの柱と梁はりの組み合わせ。東日本ではまず見られない形です。九州のほうで多い造りですよ。この壁の種類も、気温と湿度の高い気候に適してるんでしょうね。面白いですね」

「私はナスさんの意外な面が見れて、面白いわ」

「ええっ？　なにか、意外なこと言ってますか？」

　濡ぬれ縁えんのある廊下を長々と歩く。

　案内されたのは、一番奥の部屋だった。

　やたらと広い座敷の中央に、都内なら20人くらいで使いそうな長座卓が用意されている。

　まず目を引くのは、巨大な葉だった。テーブルクロスの代わりに使われているのだが、１メートル以上ありそう。

　そこに、やはり葉を皿にして、先付けが並んでいた。

　風情があるというよりも、ファンタジー感すら漂っている。異世界モノで、こんな料理がありそう。

　マリィが瞳ひとみを輝かせ、鼻先を近づけた。

「なにこれ!?　なにこれ!?　初めて見るわ！」

　白しろ砂すなが指さす。

「ああ、本土だとあんまり出す店ないですよね。明日あした葉ばの胡ご麻ま和あえ、明日葉の蒟こん蒻にやく、室むろ鯵あじの煮付け、幅はば海の苔り、白しら竹たけ……」

　どれも郷土料理だった。

　素晴らしいです！　と感動した様子で、ナスがカメラのシャッターを何度も切る。

　いつもは撮られる側の乃のノの香かも、スマホのカメラを向けた。

　奥から、仲居さんが現れる。

　きちんと和服を着込んでいた。

「いらっしゃいませ。本日はようお越しくださいました。樫かし立たて庵あんの女将おかみでございます」

　深々と腰を折る。

「あ、よろしくお願いします」

　悠ゆう斗とは会釈を返した。

　女将の隣に、白砂が立つ。

「お母さんです」

　照れたように女将おかみが頬ほおに手を当てた。

「皆様には、当家の娘が本当にお世話になっているそうで」

「いいのよ」

　マリィが返事して、悠ゆう斗とは慌てて言葉をかぶせる。

「こちらこそ！　仲良くしてもらって、島も案内してもらって、お世話になってます」

　白しろ砂すなが、今度は女将へと紹介する。

「えっと……この男ひ性とが、前に話してたユウト先パイ」

　少し頬が赤かった。

　母親が真剣な表情で、まじまじと見つめてくる。

「そうでしたか。大変にご迷惑をおかけしたそうで。ありがとうございます」

「あ、いや……僕は何も……白砂さんが自分でがんばったからで……」

「どうぞ、末永く娘をよろしくお願いします」

「ええ、はい」

　また深々と頭を下げられた。

　なぜか部屋の気温が、ひゅんと下がったような気がする。

　コホン、とナスが小さく咳せき払ばらいした。

　いつも社交的な乃のノの香かが黙りこんでいる。

　マリィが座布団にお尻を降ろし、お品書きを開いた。

「パッションフルーツってなに？」

　ソフトドリンクに、そういうメニューがある。八はち丈じよう島じまではメジャーな飲み物らしかった。

　ハラミが片手をあげる。

「あ、瓶びんビール１本ください」

　そんな流れで飲み物を頼むことになった。

　全員の注文を聞いてから、女将が一礼する。

「かしこまりました。すぐに、お造りが参りますので、少々お待ちください」

「お母さん、手伝うよ」

　女将と一緒に白砂が奥へと下がった。





　　　　　†






　悠斗と乃ノ香とナスはウーロン茶を頼み、マリィはパッションフルーツにした。

　せっかく旅行に来たんだからビールで乾杯したいところだったが、レンタカーの運転がある。ナスは合わせてくれたのだろう。

　ハラミは容赦なくビールを頼んでいた。

　みんなで乾杯して、牧場の牛の話などしていたら──

　座敷の襖ふすまが開かれた。

　すらっ、とした若い仲居さんが、両手を広げる大きなお盆に、大皿のお造りを運んでくる。

　きちんと和服を着込んでいるものの、今風の茶髪が目を引いた。

　悠ゆう斗とは声をあげる。

「白しろ砂すなさん!?」

「えへへ……失礼いたします」

　照れつつも、彼女は手慣れた様子で座卓へ料理を並べはじめた。

　乃のノの香かが身を乗り出す。

「わぁー、白砂先生、かわいいです！」

「先生なんて柄がらじゃないよー」

「すごく似合ってます！」

「ありがと。高校までは、ときどき手伝ってたから、着慣れてはいるかな」

「そうなんですね」

「とくに夏休みは、すっごく混むからさ。学校があるときよりも絵を描かく時間が取れなくて大変だったな。あ、飲み物の追加は大丈夫ですか？」












　じっ、と視線を向けられた。

　悠ゆう斗とは少し考えて。

「じゃあ、ウーロン茶で」

「かしこまりました」

　一礼した彼女の姿を改めて眺める。

「似合ってるね。白しろ砂すなさんが仕事に真面目まじめな理由、わかった気がするよ」

「あ……。そうだとしたら、家のお手伝いをしていたのも、まんざらじゃないですね」

　彼女は誇らしげな笑みを浮かべ、奥へ戻っていった。




　お造りは尾お長なが鯛だいや金きん目め鯛だいや目鯛や青鯛という鯛尽くし。

　次に大皿に乗った塩の塊が出てきた。

　塊を割ると、大きな焼き魚が入っている。

《塩釜焼き》というものだが、こんな大きな金目鯛の料理なんて悠斗は初めて見た。しかも、今朝まで海で泳いでいたというだけあって、白身がぷりぷりしている。

　食べ終わると同時に、次は揚げた魚の餡あん掛かけが来た。これまた大きい。かなり広い丸皿なのに頭と尻尾が飛び出るくらいだ。それが２尾も。

　運んできた白砂に、思わず確認してしまう。

「……これ、６人ぶんなんだよね？」

「はい！　まだまだ来ますから、どんどん食べてください！」

　さらに、鯛のお頭の甘煮も。でっかい頭が１人１つ。もう充分にお腹なかいっぱいなのだが、煮物とお吸い物ときて、シメに麦雑炊。

　その頃になって、ようやく白砂が戻ってきた。とっておいた刺身や焼き魚を驚くほどの速さで平らげていく。

「うんうん、やっぱり美お味いしいー。本土のお店も美味しいけど、実う家ちの味が一番！」

「……すごい速さだね」

　悠斗は思わず感嘆をもらす。

　えへへ、と白砂が照れ笑いを浮かべた。

「繁忙期は食べてる時間もないくらいなんで、自然と早食いが身についちゃって。いつもは意識してゆっくり食べてるんですけどねー」

「なるほど」

「どうですか？　ユウト先パイ、お口に合いました？」

「ものすごく美味しいよ」

　うんうん、と隣で乃のノの香かがうなずいた。

「むしろ、美味しすぎて困ってます」

「え？」

「お魚が……どれだけでも食べられちゃうんですぅ」

「本当ですね。さすがに食べ過ぎかも」

　ナスが深刻そうな表情で、白身を口に運ぶ。

　ハラミが「ダイエットは帰ってからで！」と堂々と宣言し、麦ご飯をかっこんだ。

　すでにマリィは食べきれずに畳のうえで大の字になっている。お腹なかが、ぽこんと膨らんでいた。

「けぷ……」

　最後にデザートが運ばれてくる。

　パッションフルーツだった。

　外見は卵大の葡ぶ萄どうといった感じで、内側には果肉に包まれた種が詰まっている。

　珍しいものが好きなマリィが起き上がって、また瞳ひとみをキラキラさせた。

「なにこれ!?　カエルの卵みたい！」

「似てますかね？　よくジュースやアイスにされてますけど、このまま食べても美お味いしいんですよ」

　白しろ砂すなが果肉を種ごとスプーンで口に入れる。

　マリィも同じようにした。

「んむ……種、固い」

「噛かめば、食べられますから」

　悠ゆう斗とも試してみる。たしかに、種が固かった。教えられなければ、葡萄のように果肉だけ食べて種は残していたかもしれない。

　固いものだと思って噛んでみたら、けっこう簡単に砕けて、口の中に甘い酸味が広がった。

「おお……美味しいね」

　スッキリした酸味があり、汁しる気けが多いのに濃厚な甘あま味みがある。結局は残らず食べてしまった。

　食べ過ぎて、しばらく誰も動けない。

　午後９時を回ったところで、ようやく立ち上がれるようになった。ホテルに戻るため、タクシーを呼ぶ。

　乃のノの香かが、すっかり寝ぼけているマリィの手を引いた。

　白砂は着替えて元の格かつ好こうだ。

　外は真っ暗になっていた。今夜は曇くもり空らしく、月も星もない。昼間と違って風が冷たかった。

　ハラミがブーツを履はくまで、悠斗は庭で待つ。

「……」

　ふと見ると、厨ちゆう房ぼうらしき場所に一人で皿を洗っている男性の姿があった。皺しわの刻まれた横顔に白髪まじりの頭。50歳くらいだろうか。

　悠ゆう斗とたちが来たときには、窓に簾すだれが掛かっていたと思ったが……

　他に働いている人はいない。

　ということは、彼が白しろ砂すなの父親なのか。頑固で厳しい職人という雰囲気の男性だった。

　女将おかみが見送りに出てくる。

「皆様、本日はありがとうございました」

「ごちそうさまでした」

　悠斗は会釈した。

　乃のノの香かが、ぐぐっと力を込めて言う。

「すっごく美お味いしかったです！」

　ナスやハラミもお礼を口にして、呼んでおいたタクシーへと向かった。

　最後まで残った白砂に、女将が母親の顔で。

「嘉か津づ美み、本当にちゃんとやれてるの？　無理してない？」

「平気だってば。無理なんかしてないし！」

　悠斗は初めて知ったのだが……白砂の本名は、嘉津美というらしい。

　ずっと寝ぼけているような様子だったマリィが、急に立ち止まり、振り返った。しっかりした声で断言する。




「白砂ちゃんは、大丈夫よ。私が認めた子だもの」




　マリィのことを知らない女将は戸惑っていたが、白砂は不意にもらった言葉に目を見開く。

「先生……」

「白砂ちゃん」

　マリィが右手を差し出した。その子供のような小さな手を、白砂は訳もわからず握る。

「はい」

「……お腹なかが重くて歩けないから、引っ張って」

「あ、あはは……はい、マリィ先生」

「待って。ゆっくり。こぼれそう」

「え？　クルマ、乗れるんですか？」

「がんばる」

　マリィと手を繋つないでゆっくり歩く白砂の後ろ姿を、女将が見送る。

　厨ちゆう房ぼうの男性が、ちらっと視線を向けた。言葉はなくても、気遣っていることはわかる。

　悠ゆう斗とはその光景を眺めていた。

　──白しろ砂すなさんは、イラストレーターにならなければ、この実家を継いだのかな？　なんてことを考える。

　女料理人になったか。腕のいい旦那を迎えて女将おかみになったか。

　あの雪の夜、自分が白砂のところへ走らなかったら……そんな未来があったのかもしれない。

　悠斗はクルマの運転席に座り、エンジンをかけた。ルームミラー越しに後部座席を見る。

　白砂と目が合った。

「ウチの両親、ユウト先パイのこと〝誠実そう〟って気に入ってました。また来てくださいね、って」

「え？　誠実？　どうだろうなぁ……僕のことはともかく、どの料理も美お味いしかったよ。ぜひとも、また来たいね」

「はい！　ぜひ！」

　マリィが「お客としてね」と、付け足した。
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　風ふ呂ろに入った。

　海が眺められる露天風呂……

　なのだが、今夜は曇くもり空で、月も星もない。窓の外は、電源の落ちたディスプレイと変わらない景色だった。

　とくに語るべきことはなく部屋に戻り、髪を乾かしてからベッドに倒れこむ。

「……錦にしきがいればなぁ」

　旅先で１人だと時間を持て余す。

　かといって、風呂あがりに女性陣の部屋へ乗りこむのは、どうかと思うし。

　悠ゆう斗との姉──京きよう橋ばし彩あや華かは風呂あがりどころか、風呂に入っているときでも乗りこんでくるような人だったが、アレが非常識であることは理解していた。

「ん～……」

　荷物からiPadとペンを取り出すと、クリスタを起動する。

　お腹なかはいっぱいだし、お風呂で茹ゆだったし、眠気が降りてきているので、仕事の絵を描かけるコンディションではない。さらさらと適当に落書きをはじめた。

　最近、作業中に見直したのでカニバスターにする。

　頭の中で完成イメージを描えがいた。まず大おお雑ざつ把ぱに肌色を塗ぬって、次に髪や服も塗る。ちょっと暗くした色で陰をつけていき、ディテールを掘り下げていった。

　瞳ひとみに赤色を入れたところで、ドアがノックされる。

　いつもの調子で、放ほうっておいても入ってくるだろう──と３秒ほど放置してから、ここがホテルであることを思い出した。

「そうだった……」

　ドアを内側から引く。

　訪ねてきたのは、マリィだった。ホテルの部屋着パジヤマ姿で腕組みし、見上げてくる。

　大人用を着ているせいで、膝ひざ上うえ丈たけのワンピースみたいになっていた。

「ユウトくん、もう寝てるのかと思ったわ」

「マリィは、まだ寝てなかったんだね」

「まだ日も変わってないもの」

　夕飯のときにはもう眠そうにしていたから、風呂を出たらすぐにベッドかと。

「どうしたの？」

「話したいことがあって」

「ふむ……」

　ロビーで話そうかとも考えたが、マリィが薄着なので、部屋へ招き入れた。風か邪ぜをひいたら困るし、人目も気になる。

　使っていないほうのベッドに彼女が飛びこんだ。

「広い！」

　部屋着がはだけ、太ももが露あらわになる。その奥まで見えそうになって、悠ゆう斗とは慌てて目を逸そらした。

「……って、マリィ!?　ズボンは!?」

　ホテルが用意してくれたパジャマは上下セットだったはず。

　彼女がベッドであぐらをかいた。

「ゆるくて落ちてくるのよ」

「子供用を借りよう」

「べつにいいわ。いつも裸で寝てるし」

「どっちかというと、僕が困るんだけど……」

「んもう、ユウトくん！　そんなに、私の寝ているときの格かつ好こうが気になるの？」

「そんな話だった？」












　部屋にはローテーブルを挟んで、ソファーが２つある。その片方へ悠ゆう斗とは腰掛けた。

　仕切り直す。

「……で？　マリィの話したいことって？」

　少なくとも寝ているときの格かつ好こうとは関係がないはず。

　彼女はベッドに座ったまま、腕組みをして、首をひねった。

「困ってるのよ」

「ふむふむ」

「なかなか決まらなくって」

　重要な情報が欠落していて、まったく理解できなかったが、悠斗は辛しん抱ぼう強く聞き続ける。

　しばらくして、ようやくマリィが口にした。

「だから、新企画がね」

「ああ、ラノベの企画の話だったのか」

「ユウトくん、今頃、なに言ってるの？」

「君が一度も新企画って言わなかったせいだよ」

「言ったでしょ？」

　──言ってないんだよなぁ。

　今までの会話をまとめる。

「つまり、ラノベの新企画を考えてるけど、なかなか決まらないって話か。また新しいのはじめるの？」

「《猫ソナ》も終わるしね」

　だから、同じレーベルで新シリーズをはじめる。イラストレーターは悠斗で──と決まったのではなかったか？

　担当編集の永なが井いには、もうマリィから企画書が５案も提出されているらしい。

　その１本が編集会議を通過した。

　編集長から強く〝絶対に年内刊行で〟と厳命されたのだとか。

　だとすると、彼女が相談しているのは別レーベルでの新作なのだろうか？

　アルティメット文庫でも、白しろ砂すながイラストを描かいている新シリーズがはじまったばかりなのに。

　悠斗はため息をつく。

「マリィ、そんなにシリーズを増やして、本当に原稿は予定通りに書けるんだろうね？」

「……もちろん」

「今、間があった！」

「へいきよ？　へいきよ？」

「それならいいんだけど……ちなみに、その新企画って、いつまでに決めないとダメなの？」

「去年の年末まで」

「過ぎてるじゃん！」

「だって、面白くないんだもの！　そんなもの書けないでしょ」

「いや……」

　たしかに、作者本人が面白くないと思っているなら、直すべきだと思う。悠ゆう斗とも創作者だから、納得できるまで直したいという考えには、共感してしまう。

　２度目のため息をついた。

　この調子だと、マリィの原稿は今年も遅くなりそうだ。

　彼女がベッドで四よつん這ばいになり、ぐっと身を乗り出してくる。プレゼントをもらった子供のような笑みを浮かべて。

「そうだ！　聞いてよ、ユウトくん！」

「聞いてるとも」

「この企画ね、アニメになるんだって！」

「……は？」

「そういう話が決まってるから──って、えらい人が言ってたの」

　珍しいことではあるが……

　はじまる前からアニメ化が決まっているようなシリーズがある。

　小お倉ぐらまりぃの作品はどれも評価が高い。１巻が出るまで待つまでもない、とアニメ関係者が考えても不思議はなかった。

　なぜ僕に相談を？　と思わなくもないが……友達に頼られているのだから、少しでも協力してあげたかった。

　アニメ化が決まっているほど期待されている企画なら、なおさらだ。

　悠斗はソファーに背を預ける。

「がんばらないとね……その企画は、どこまで決まってるの？」

「男の子と女の子が出てくるわ」

「……そりゃ、小倉まりぃの作品だしね」

　彼女の代表作である《猫と宝石と銃のソナタ》は、宝石と銃があって猫がしゃべるという異世界に迷いこんだ高校生の男女２人が主役の物語だった。

　最初は常識の通じない世界に戸惑っているばかりで……スパイを疑われたり、人買いに売られてしまったり。やがて、最後は世界がバラバラになるような危機を救う壮大な長編ストーリーとなっている。

　そして、アルティメット文庫で白しろ砂すなとはじめた《曲を流して、月を消して》は、理知的な少年と快活な少女が、高校で起きる事件を解決していく物語だ。

　教室で盗みをした犯人を見つけるとか、失しつ踪そうした同級生を捜すとか、先輩の自殺の理由を解き明かすだとか……

〝ダーク×青春〟というフレーズでＣＭを打っていた。

　前作『桜さくら方ほう程てい式しき』の最終巻と同時刊行で、もうすぐ発売。この旅行から帰ったら、都内の書店には並んでいるかもしれない。

　マリィが新企画の話を続ける。

「えっと……男の子は明日にも死ぬかもしれないという病気を抱えててね。その子が黒魔術師の女の子と知り合うの」

「ん？　ちょっと待った」

「もう、そこからダメだった？」

「ダメってわけじゃなくて……そのネタ、永なが井いさんから聞いた気がするんだけど」

「ここまでは企画書にも書いたから」

　悠ゆう斗とは首をひねる。

「あれ？　他のレーベルでやる新企画の話じゃなかったの？」

　あはは、とマリィが笑った。

「どうして、ユウトくんが絵を描かかない小説のこと、ユウトくんに相談するの？　おかしいよ」

「そりゃ……僕も、おかしいと思ったけど……」

　君の言動は常々おかしいから──とは言わないでおいた。

　情報を整理し直す。

　マリィが詳細を決めかねている新企画というのは、悠斗がイラストを描く作品のことだった。

　その企画は、開始前からアニメ化の提案が来ているらしい。

「どういうこと!?　僕、聞いてないんだけど!?」

「ああ、そういえば……〝誰にも言わないように〟って言われてたわね」

「君、それ言ったらダメなんじゃ……」

「でもユウトくんだよ？」

　理由になっていないと思う。

「うーん……」

　聞いてしまったものは仕方ないので、ここだけの話ということにしておいた。

　それより、看過できないことが。

「企画、決まってないの？　永井さんから〝企画書は５つも提出されてる〟って聞いてるんだけど？　まさか、嘘うそなの？」

　いくらデビューから世話になっている恩人だとしても、仕事を依頼するために嘘をついたのだとしたら、ショックだ。

　彼女は首をかしげる。

「企画書は出したわよ？」

「でも、今、新企画の相談って……」

　マリィがベッドの上であぐらをかいて、ピンと人差し指を立てた。




「ユウトくん、企画書なんて、テキトーにそれっぽく書いておけばいいのよ？」




　編集者に聞かれたら怒られそうなことを言い放った。

　いやいやいや……と悠ゆう斗とは首を横に振る。

「適当じゃマズイだろう、マリィ？　だって、編集部は企画書を会議にかけて、どんな作品を世に出すか話し合うんだ」

　そう永なが井いに聞いたことがある。悠斗はイラストレーターなので、企画書を出したことはないが。

「そうみたいね」

「アニメ化の話だって、企画が良いと思ったから来たんじゃないの？」

「そうかも」

「だとしたら、やっぱり適当に書くわけには……」

「私、小説を書いてるうちに、どんどん物語が変わっちゃうから」

「えっ!?」

「自分でもどうにもならないのよ。だって、書いてるうちに、もともと考えていたより面白い物語が思いつくんだもの。浮かんじゃったら仕方ないでしょ？」

「うーん……」

　悠斗は頭を抱えてしまった。

　マリィは悪びれない。

「絶対に面白くなると思ったら、変えるでしょ？」

「そうだね」

「だから、前に出した企画書って、そのときの思いつきをメモしただけよ。編集さんも、それでいいって」

「ああ……永井さんも承知してるのか」

　考えてみれば、このマリィが事前に決めたとおりに物語を書く──というほうが信じ難い。

　イラストレーターでも、描かいているうちに提出したラフから変わってしまうことは、よくあるのだった。

　マリィが手をぐるぐる回す。なにかイメージしているつもりらしい。

　早口でまくし立てる。

「男の子は黒魔術師の女の子の儀式を見てしまってね。秘密を守るために殺されそうになるの。でも死ぬのはぜんぜん恐こわくない。生まれたときから翌朝は目が覚めないかもしれないって病気だったから。ずっとそんな身体からだだから〝死ぬかも〟って状況に慣れすぎてて恐怖心が麻ま痺ひしちゃってるのよ。死を怖がらない男の子を黒魔術師は不思議がって潜窟カヴンに連れ帰るの。要は秘密さえ守れれば問題ないわけだから。でも彼女の仲間は納得しないでしょ？」

「お、おう……」

　こんなに一気に話すマリィを見たのは初めてだ。

　まるで、大好きな作品について語っているファンのようだった。

　けれども、彼女が口にしている作品は、この世に存在していない。まだ彼女の頭の中にしかないのだった。

「黒魔術師は男の子を守ろうとしたせいで仲間に殺されそうになるのね。守られるばかりだった彼が言うの〝自分が殺されるのは恐くない。でも君が死ぬのは恐いと思う〟って初めて武器を手にするの。彼の生まれつきの病気っていうのは常人よりも心臓が10倍も速く脈打っているというものでね。そのぶん常人の10倍も速く動けるのよ」

「え？　それは、ちょっと……」

　無理では？

　マリィが首をかしげた。

「ネコもネズミも人間より速いでしょ？　脈拍が人間より速いからなのよ？」

「いやいやいや……あ、でもまぁ、《猫ソナ》にも荒こう唐とう無む稽けいな設定はあったもんなぁ」

　猫がしゃべる異世界だったし。

　概略を聞くと〝そんな無む茶ちやな〟と思うが、読んでいると気にならないということもあった。

「ユウトくん、物語に変なとこがなかったら、面白くないでしょ」

「あ、変なとこって自覚はあるのか。それにしても、どこで悩んでるの？　ほとんど決まってるんじゃない？」

「んー……男の子の顔なんだけど、ネコかネズミ、どっちがいいかなって。イヌは普通でしょ？」

「はいぃ!?」

　最初は作品の特徴かと思った〝ヒロインが黒魔術師〟なんて霞かすむほど、主人公がとんでもなかった。

　鼠ねずみは描かいたことないなぁ、と悠ゆう斗とは苦笑してしまう。

　夜が更けていった。





　　　　　†






　１時間前──

　３人部屋のベッドは、奥からマリィ、乃のノの香か、白しろ砂すなが使っている。

　湯上がりで、みんな顔が上気していた。

　乃ノ香は手をヒラヒラさせて自分を扇あおぐ。

「いい湯でしたねー」

「だねー。ちょっと熱かったねー」

　白砂が微笑ほほえんだ。

　くーすー……と寝息が聞こえてくる。すでにマリィが寝ていた。

　乃ノ香は白砂と顔を見合わせ、くすりと笑う。

「お疲れみたいですね」

　小声で話す。

「めっちゃ売れっ子の先生だからねー。忙しいんだよ」

「どうしましょう？」

「んー。起こしたくないけど、まだ寝るには早いよね……乃ノ香ちゃん、ちょっと散歩しない？」

「ぜひぜひ」

　部屋の電気を消して、乃ノ香は白砂と部屋を出た。

　この約１時間後、目を覚ましたマリィが悠ゆう斗との部屋へ向かうのだが……




　乃ノ香たちはホテルから出る。

「やっぱり、外はちょっと寒いですね」

「だねー」

　周辺は真っ暗だった。

　山も海も何も見えない。

　ホテルだけが照明によって闇やみのなかに浮かびあがっていた。

　耳を澄ませば、波の音が聞こえる。

　白砂が肩をすくめた。

「晴れてれば、都内じゃ見れないような星空が楽しめたんだけど……」

「それはスゴそうですね。でも、こんな暗いのも新鮮です！　夜の空ってオレンジ色に光ってるイメージなので」

「ああ……都内だと、街の明かりが空に反射してるよね。なるほど、オレンジ色に光ってるか」

　しばらく、真っ暗な空間を眺めながら歩いた。

　白しろ砂すなが話を振ってくる。

「乃のノの香かちゃん、そのサマーニット、どこの？」

　夜の散歩ということで、今は目の粗いサマーニットを着ていた。白色に近いクリーム色だ。

「池いけ袋ぶくろのＺＡＲＡで買ったんです」

「あー、私もときどき行く。いいな、それ好きな感じ」

「年始のセールで、幸運にも残っていたのをゲットできたのですよー」

「うっ……めっちゃ忙しかった頃だ……セールどころか、家から出られなかったし」

「あらら……」

「それ、ちょーだい？」

「あはは、ダメです」

　街灯もないので、ほとんど足元も見えないくらいだったが、どうにか隣にいる白砂の表情はわかる。こちらを見つめていた。

「乃ノ香ってさ、意外とフツーだよね」

「普通ですよー」

「いやぁ……ユウト先パイとか神かみ絵えとか、けっこうオタクじゃん？」

　そういう意味の普通か──と乃ノ香はうなずく。

「わたしは中学に入るまで、マンガやラノベがわからない子でしたから」

「レイヤー売り子やってるくらいだから、もっとガチのオタクさんなのかと思ってたよね」

「あはは……薄味なのです」

「実は、私も。……オタク系の集まりって、学校の友達なんかとビミョーにノリが違うじゃん？」

「ありますねー」

　乃ノ香にも思い当たるところはあった。

　白砂が安あん堵どの吐息をついた。

「私だけじゃなくてよかったー。オタクの人って、マジメってか、何事も深く考える人が多いよね」

「そうかもです」

「マリィ先生は、なに言ってるのか、よくわからないことが多いし……」

「あはは、ユウト先生も、よくわからないって言ってましたから」

　だよねー、と白砂が笑う。

「そういやさ……乃のノの香かって、ユウト先パイとは長いの？」

「去年の夏からですね。わたしが、押しかけで家事手伝いをするようになりまして」

「えっ、意外と積極的……!?」

「意外でした？」

　白しろ砂すながちょっと考えてから、肩をすくめた。

「いやぁ、意外でもないか。乃ノ香って、けっこう言うときは言うしね」

「そんなに良い子じゃないですよー」

「じゃあ……やっぱ、ユウト先パイとは……？」

　んん？　と首をひねって今度は乃ノ香が考えこんだ。どういう意味の質問か気付いて、ぶんぶんと手を左右に振る。

「ナイです！　本当に、ただの家事担当ですので！」

「あ……中学生はさすがにマズくて隠してるってわけじゃないんだー……？」

「疑ってたんですか？」

　いやぁ、と白砂が笑ってごまかした。どこまで本気だったのかは、わからない。

「そっかそっか……」

「ユウト先生は、わたしのこと、そういうふうに見てないと思います」

「それじゃ、他の女ひ性とは？」

　彼女の声が真剣味を帯びた。

　むむむ、と乃ノ香は思案する。

「神じん宮ぐう寺じ先生とは仲良しですけど、お互いにそういう感じはしないです。前に神宮寺先生は〝おじさん好き〟って言ってましたし」

「へー」

「マリィ先生は、ユウト先生のこと〝好き〟って言ってますけど……」

「あ、それはユウト先パイのほうが脈なしっぽくない？　マリィ先生には迷惑かけられっぱなしだし」

「いっぱい苦労されてますからね……」

　悲鳴をあげつつがんばる彼の姿を思い出し、乃ノ香は微妙な表情を浮かべた。

　白砂がつぶやく。

「……とすると、ナストキュウリ先生か」

「ユウト先生、一度はナス先生に結婚指輪を渡してるくらいですから」

「えええええええええ!?」

　悲鳴のような声をあげた白砂の口を、慌てて乃ノ香は押さえる。

「もう夜ですよ!?」

　いくらホテルから遠くても、大声は控えたい。

　白しろ砂すながうなずいた。

「……ごめ」

「すみません。そんなに驚くなんて」

　謝罪して、前にあった出来事を話す。ユウトがナスをストーカーから守るため、指輪を贈ったときのことを。

　白砂が難しい顔をした。

「人助けに全力を出しちゃうところ、先パイらしいけど……ぜんぜん気のない相手に、指輪なんて贈る？」

「それは、どうでしょう……？」

　とはいえ、少なからず好意を抱いているであろうことは、乃のノの香かにも想像できた。あまり考えないようにしているだけで。

「今回だって、ナスキュウ先生を誘うって言いだしたの、ユウト先パイだもんね」

「ナス先生、最近、池いけ袋ぶくろに引っ越したんですよ」

「もう付き合ってるんじゃないの!?」

「そ、そんなはずは……デートで使うような服、ぜんぜん使われてませんし」

「説得力あるわー」

　熱くなった頭を深呼吸で冷やした。

　──それでは、白砂はどうなのだろう？　ユウト先生への気持ちは？　と乃ノ香は思ったが、なんとなく訊きかなかった。

　白砂が苦笑する。

「まぁ、落ちついて考えれば……ナスキュウ先生と付き合ってるなら、友達にまで隠すことないじゃんね？　中学生じゃあるまいし、恥ずかしくって恋愛事を隠すとか、しないでしょ」

「中学生でも、べつに隠しませんよ」

「そういや、乃ノ香って中学生なんだよねー。話してると忘れちゃうわ。高校どころか短大にも、アンタより幼い感じの子がいっぱいいるよー」

「あはは……それは喜んでいいのかどうか」

　よくわからなかった。

　乃ノ香は意図的に話題を変える。

「……白砂先生は、なぜイラストレーターになろうと思ったんですか？」

「え？　志望動機？」

「そんな面接みたいな質問ではないんですけど」

「んー……プロになろう、って決意したのは……人間関係のせいかな」

　ぐっ、と彼女が唇を噛かんだ。

　息を呑のむ気配が伝わってきた。

「あ、言いにくいなら……」

「いいんだ。ちょい前に、私がユウト先パイに助けてもらった、って話したじゃん？」

「はい」

「そんときにね。思ったんだよ──ここで潰れたら、悔しい」

「……悔しい、ですか？」

「悔しい！　誰にだろうと、自分の気持ちが、他人に捩ねじ曲まげられたら」

　白しろ砂すなが目元をぬぐった。

　かすかに震える声で彼女は言葉を続ける。

「私はプロになる。そして、否定した全すべての人を見返してやる！　って一番折れそうになった夜に決めたんだ」

「……」

　乃のノの香かは黙って聞いていた。

　空気を変えるように、白砂が話題を転がす。

「あ、絵を描かきはじめた理由は、単純に暇だったから。暇つぶしで絵を描いてたら、だんだん楽しくなっちゃって」

「暇つぶし」

「娯楽が少ない町だし、けっこうインドア派だからねー。中学までは家にネットもなかったから」

「それは厳しいですねー」

「高１のとき家にネットが通って、お決まりのコースよね。PixivとTwitterに投稿して評価に一喜一憂して……本土の短大に入ったときは、プロになるなんて考えたこともなかったけどねー」

「あんなに上じよう手ずなのにですか？」

「上う手まい人なんて、いっぱいいるから。今でも自分が評価されてる理由が、よくわからないし」

「そういうものですか……」

　白砂が真っ暗な空を見上げた。

　拳こぶしを握りしめる。

「今は、絵で生きていきたい。漠然とじゃなく真剣に思ってる」

「……」

「たぶん、デビュー作の売れ行きで全て決まると思うんだ。マリィ先生の本で売れなかったら、きっと誰も二度と使ってくれないから」

「そんな!?」

「他にも描かける人は、いくらでもいるもん」

　彼女が肩をすくめた。

「……」

　乃のノの香かは言葉が見つからなかった。

「もうすぐ発売なんだよね、大勝負のデビュー作が……だから、この旅行へ誘ってもらえてよかった。家にいたら、恐こわくて震えて泣いてた」

「考えすぎじゃ……？」

「恐いよ。本屋に並んでる本が、どれも自分の描いた絵より素晴らしく見えちゃう。意味がないってわかってるけど、ネット書店の予約ランキングを追いかけたり、一日に何度もTwitterで作品名や作者名を検索したりさ」

「感想をですか？」

　発売前にカバーや試し読みは公開されているので、気の早い感想をつぶやく読者もいる。注目作なら尚なお更さらだ。

「表紙が褒ほめられてると有う頂ちよう天てんになる。ダメ出しされてると死にそうになる。言葉が直接心臓に刺さってくる感じ」

　だから、ほら──と白しろ砂すなが右手を持ち上げた。

　指先が震えている。

「考えると、こうなっちゃって……絵なんて描けないんだ。家にいても意味ないでしょ？　誰かと一緒にいると変なことばかり考えなくて済むから、みんなに感謝してる」

　その震えている指を、そっと乃ノ香は両手で包む。

　氷のように冷えていた。

「白砂先生……」

「乃ノ香、まだ私は先生なんてもんじゃ……」

「わたし！　いつもユウト先生のお仕事を見てるし、今は他の方の作品もいっぱい読んでるほうだと思います」

「そうみたいね」

「だから、信じてほしいです。白砂先生のイラストは絶対に素晴らしいです！」

「……乃ノ香」

「ユウト先生も二に色しき先生も神じん宮ぐう寺じ先生も言ってました──批判は見なかったことにして、褒め言葉だけを読む。それができないなら、ネットは近寄らないほうがいい、って」

　くすっ、と白砂が笑う。

　先程よりもやわらかくて自然な笑みだった。

「ありがとう。そうだね！　名前も知らない人の批判より、ユウト先パイや乃ノ香の言葉を信じるよ」

「はい！」

「部屋、戻ろうか」

　白しろ砂すなが手を握り返してくる。

　細くて、やわらかくて、力強い。

　もう震えてはいなかった。
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　２日目──

　この日も、よく晴れた。

　東京は例年にない高気温を記録し、ここ八はち丈じよう島じまも初夏のような暖かさだ。

　昨夜、エアコンをつけずに寝たことを悠ゆう斗とは後悔した。

　汗をぬぐいつつ、目を開く。

　眩まぶしい。

　枕元に置いたスマホからメロディが流れていた。

「……はい」

『いつまで寝てんのよ、ユウト！　もう朝食の時間、終わっちゃうわよ!?』

　ハラミの金切り声で起こされる。

「あ……そうか……」

　昨夜、何時に寝たのか記憶にないが、かなり遅くまで起きていたのは間違いなかった。

　あれこれ考えているうちに、寝落ちしてしまったような……？

　思い出しかけたところで──

　ドンドン！　とドアが荒々しくノックされた。

　ハラミ、廊下で待っているのか？

　目元をこすりつつ、悠斗はドアを開ける。

「……ごめん……着替えるから、先に行っといて」

「そうしたいけど、ナスさんが……ッ!?」

　動画を一時停止したみたいにハラミが話している途中で固まった。その後ろにいるナスが目を見開いて、口元を両手で覆おおう。

　彼女たちの視線が、悠斗の背後へ向かっていた。

「え？」

　嫌な予感がして、振り返る。

　ベッドの上で身体からだを起こす者がいた。

　大きすぎるパジャマが脱げかけ、いろいろと露あらわになってしまっている。髪の毛がくしゃくしゃになり、唇の端はしからはヨダレの跡が頬ほおに伸びていた。

　ぼやぁ、とした表情でこちらを見たのは、マリィだ。

「……ユウトくん……おはよー」

「なにやってんの、マリィ!?」

　悠ゆう斗との頭に、ハラミが腕を回してくる。脇わきへと抱えこまれて、ヘッドロックというプロレス技みたいに締めつけられた。こめこみがギュウギュウと圧迫される。

「痛たたたた……!?」

　頬ほおのあたりが、やわらかいものに押しつけられているが、それどころではない。むしろ弾力が固定を確実にしていた。

　ハラミが耳元でドスの利きいた声を出す。

「なにやってんのは、アンタでしょ!?　ユウト、マジでナニをヤッちゃったの!?」

「違……昨夜、マリィが新企画の相談に来て、キャラが弱いかなって２人で考えてるうちに、そのまま寝ちゃっただけで……」

　すっかり思い出した。

　マリィから設定的にヒロインが薄いので、どうしようかと相談された。

　悠斗はストーリーからキャラクターを考えられないから、ビジュアル面でアプローチしてみようとiPadでイメージを描かく。

　ほどほどに描いたところで、ふと見るとマリィがベッドで寝てしまっており、もう外が白んでいる時間だった。悠斗も限界を超えていたからそのまま自分のベッドで……

　ギギギとハラミが締めつけてくる。

「本当でしょうね!?」

「君だって、僕の家のコタツで寝ちゃうことあるでしょ!?」

「うっ……!?」

　彼女はうめいて、背後に視線を送った。

　ナスが笑みを浮かべている。

「仲がいいんですね。そろそろ、朝食に行きませんか？」

　笑顔。

　ただし、ナスの視線は窓の外へと向けられていた。

　今朝もいい天気で、窓の外にはキラキラと輝く美しい海が見えているから、そちらを見ているんだろう、きっと。そういうことにしておこう。

　プロレス技から解放された悠斗は、急いで自分のキャリーバッグへと向かった。

「す、すぐ着替えるから」

「お待ちしています」

　ナスがうなずく。

　その間に、ハラミがマリィを抱えるようにして部屋から連れ出した。ドアが閉じられる。

「マリィちゃん、男の人の部屋で寝ちゃダメだよ!?」

　ハラミの言葉に返したのは、そのマリィではなくナスだった。

「神かみ絵えさんもですよ？」

「……は、はい……気をつけます」
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　海を眺める大窓が並んでいる食堂。

　ゆったりしたサイズのテーブルが50個くらいあった。かなり広い。

　時間が遅めだったので、もう他の客はまばらになっていた。

　中央のテーブルで、乃のノの香かと白しろ砂すなが待っている。彼女たちは、紙ナプキンに絵を描かいて遊んでいた。

「あはは、乃ノ香、なにその猫？　長すぎない？」

「猫は伸びるんですよー」

「その縞しま模も様ようは、先パイの家のワコム？」

「はい！」

　悠ゆう斗とたちが顔を出すと、わざわざ席から立って挨あい拶さつする。

「あ、おはようございます、ユウト先生！」

「おはようございます、先パイ。あ、やっぱり、マリィ先生は別の部屋だったんですね」

　ハラミに怒られたばかりなので、つい身構えてしまう。

「なにもなかったよ……？」

「ん？　よくわかんないけど、ユウト先パイの部屋にいたんですか？　昨夜、乃ノ香と散歩から帰ったらマリィ先生がいなかったから、どっちかの部屋に行ったんだろなーって。靴は置いてあったし」

　そういえば、ホテルのスリッパを履はいていたかな、と悠斗は思い出す。

　ちなみに、パジャマのままだと食堂に連れてこられないから、マリィにはハラミがパーカーを貸していた。

　その彼女に、乃ノ香が尋たずねる。

「ビュッフェ形式なんですが、どうしますか？」

　マリィはアクビしつつ椅い子すに座った。

「ほわぁ……まかせる」

　やれやれ、と悠斗は肩をすくめる。

「じゃあ、行こうか」

　マリィを場所取りに置いておき、みんなで料理を選びに向かった。食堂の一角に、さまざまなメニューがならんでいる。

　乃ノ香は切り身や煮豆や半熟卵や牛乳などで、パンなどの主食はなし。

　白しろ砂すなは米に味み噌そ汁しるに納豆の純和風だ。

「……乃のノの香か、そんだけ？　お米は食べないんだ？」

「好きなの選ぶと、こうなるんです」

「タンパク質ばっかじゃん。アスリートなの？」

「あまり意識してないですけど……これでも、水泳部ですから」

「そういや、そうらしいねー」

　一方、ハラミはパンにスクランブルエッグをのせて、たっぷりケチャップをかけた。ソーセージとベーコンとポテトを添える。

　隣に座ったナスの、サラダとスープだけの朝食を眺めて言う。

「ナスさん、兎うさぎみたい」

「あんなに夕飯が多かったのに、そんな朝食を……神かみ絵えさんは食事に気を遣ったほうがいいですよ？」

「あーあーあー聞こえない」

　ハラミが両手で耳を塞ふさいだ。子供っぽい。

　マリィには乃ノ香が喫茶店のモーニングみたいな朝食を用意した。パンとサラダとゆで卵とコーヒー。

「苦手なものはないですか、マリィ先生？　長なが崎さき旅行のときに食べていたのと同じにしてみたんですが」

　記憶しているのか。

　マリィがパンを手に取った。

「ありがと、乃ノ香」

「いえいえ」

　白砂が目を丸くする。

「マリィ先生でも、お礼を言うことってあるんですね！」

「……ときどきね」

　けっこう打ち解けてきたかな、と悠ゆう斗とは思った。

　最初に食べ終えたハラミが観光案内のパンフを開く。

「どこ行く!?　私はプールがいいな！　こんなに暖かいんだもん！」

　白砂が箸はしを手にしたまま、覗のぞきこむ。

「プールなら、このホテルのがオススメかも」

「ホテルのプール？　いいわね。セレブっぽくて、あたしにピッタリじゃない!?」

　マリィが地図を指さす。

「滝が見たい」

　白砂がうなずいた。

「裏うら見みヶが滝たきですね。定番の観光スポットですよ。滝を裏側から見られるだけと言っちゃえばそれだけなんですけど、アトラクション感覚で森の散策ができます」

「楽しそうです！」

　乃のノの香かが手を挙げる。

　本当は泳ぎたいんじゃないかな？　と悠ゆう斗とは思ったが、ここでは黙っておく。プールは学校でも入れるから、森に興味を持ったのかもしれないし。都心には散策できるような自然なんて残っていないから。

　目が合って、乃ノ香が尋たずねてくる。

「ユウト先生は、どうなさいますか？」

　旅行で気を遣って、無駄に気疲れしても仕方がない。遠慮せずに言う。

「ちょっと寝るよ。ぜんぜん寝足りないから」

　マリィが唇を尖とがらせた。

「寝るの、ユウトくん？　せっかく島に来てるのに、もったいないよ」

　君のせいでしょ!?　という言葉は呑のみこんで、それっぽいことを言っておく。

「潮風を感じながら昼寝なんて、普段は楽しめないからね」





　　　　　†






　マリィと乃ノ香と白しろ砂すなの３人が、バスで出かけていく。まず町へ行き、また電動自転車を借りて、裏見ヶ滝へ行くらしかった。

　悠斗たちはホテルに残る。

　本気で寝るつもりだったのだが……

　うとうとした頃、スマホへのメッセージ着信で起こされた。





　　　ハラミ『プール行こうよ！』

　　　ユウト『ねむい』

　　　ハラミ『ナスさん、かわいそう』






「卑ひ怯きようだろ!?」

　思わず、声が出た。

　いろいろ反論も考えたが、今朝のこともある。そもそも今回の旅行に彼女を誘ったのは悠斗だ。

　初日は全員で行動したせいもあるが、あまりナスと話した覚えがない。

　だいたい隣にマリィがいたし、夕飯のときは実家ということもあって白砂と話すことが多かった。

　悠ゆう斗とは返事を打つ。





　　　ユウト『行く』






　ぐぐっ、と身体からだを起こした。

「まぁ……たしかに、せっかく八はち丈じよう島じままで来て、昼間に寝ててもな」

　自分を説得するよう言葉にしてみると、本当にそう思えてくるから不思議なものだ。

　水着とタオルを持って、ロビーへ。

　相変わらず、周りの視線を集めている２人がいた。悠斗が合流すると、なんとなく近くにいた男たちが散る。

　ハラミが腰に手を当てて、豊かな胸を張った。

「おっそーい」

「寝てたんだから、仕方ないでしょ」

　ナスが不安げな顔をする。

「……やっぱり、ご迷惑だったんじゃありませんか？」

「あ、いや、ちょっとは寝たから。やっぱり、せっかく島まで来て、ずっと寝てるなんてもったいないし」

「ふふ……そうですね。よかった」

　彼女が安あん堵どしたように吐息をついた。

　起きてきてよかったな、と思う。

　悠斗たちはホテル１階にある更衣室を使い、水着へと着替える。もちろん男女は別で。

　ホテル裏側へ出た。

　例年にない暑さというだけあって、まるで初夏のごとく日差しが強い。足元に濃い影が落ちた。

　海を見下ろす立地で、ときおり強く吹く風に海水が混じっているように感じる。

　25メートルくらいのタイル貼ばりのプールだ。

　午前中だからか、みんなは砂浜ビーチへ行っているのか、他に客はいない。

「貸し切りだなぁ」

　プールサイドは広く、パラソルが２つと、真っ白なビーチチェアが３つ備えられていた。

　水平線に、ぽつんと小さく船が見える。

　入道雲が湧わきあがっていた。

　夏みたいだ。

　たたっ、と足音がして、悠斗は振り返る。

　薄いパーカーを羽織っている水着姿のナスがやってきた。椛柄のビキニが、悠ゆう斗との目に飛びこんでくる。

　腰にはパレオを巻いているが、細いお腹なかや脚が露あらわになっていた。

　以前、引っ越しの手伝いをしているとき、ちょっとだけナスのお腹が見えて、とても形のいいおヘソだと思っていた。

　その縦に一本線を引いたような整ったおヘソが、今は目の前にある。

　余分がない。

　全すべてある。

　ナスの無駄のない身体からだつきに、悠斗は見入ってしまった。

「……」

「あの、どこかおかしいですか？」

「ハッ！　すみません、つい見とれちゃって」

「見とれ……!?」

　ぼんっ、とナスが頬ほおを赤らめる。

　悠斗まで頬が熱くなった。頭が真っ白になり、なにか言わなければ、と無駄に焦って口を滑らせる。

「パレオの下って、どうなってるのか気になりますよね」

「えっ!?」

　彼女が驚きよう愕がくに目を丸くした。

　妙なことを口走った、と後悔する。《取り消し》で、今の発言をなかったことにしたかった。

「す、すみません、今のは……」

　ナスが耳まで赤くする。

「……こ、こんな感じです」

　震える指先で、パレオの先をつまむと、そそっと持ち上げはじめた。

　えええええ～!?　と悠斗は心の中で叫さけびつつ、視線を外すことができなくなる。

　ナスの想像以上に細い太ももが露になり、普段の服装であれば絶対に見せることのない脚の付け根までが。

　そして、大切な所を包むのは──




　横からハラミが手をヒラヒラと振って、悠斗の視界を遮さえぎった。




「お～い？　もしもし～？　あたしもいるんだけどなー。見えてる？　見えてますぅ？　２人きりのセカイ系？」

　彼女は黒色の、革でできたような水着だった。

　むしろ、ボンデージコスチュームに見える。運動着のはずの水着が拘束具でいいのだろうか。

　悠ゆう斗とは半眼になる。

「……そんなエロゲーで出てきそうなもの、どこで売ってるの？」

「○天！」

「それ本当に水着だよね？　アダルト向けのジョークグッズじゃなく」

「セクシーでしょ」

　ハラミが髪をかきあげ、グラビアみたいなポーズを取った。ハラミの渾あだ名なに反して、彼女は意外と引き締まっている。

　むちっと肉がついているわりに、ウェストは絞れており、いわゆるグラビア体型だった。

　しかし、中身はハラミだ。

　悠斗はため息をつく。

「プールより、地下室のほうが似合いそうなんだけど……」

「期待でワクワクしちゃう？」

「不安でソワソワするよ。ホテルの人に見つかったら、怒られそう」

　貸し切り状態でよかった。

　んもう！　とハラミが唇を尖とがらせる。

「ユウト、つまんない！」

「君、そういう目で見られるのは、嫌いなくせに……」

「エロい目で見られるのは嫌だけど、クールな反応はつまらない乙女心なのー!!」

　叫さけびながらプールに駆けていくものだから、慌てて止める。

「準備運動！」

「はーい」

　意外と言うことをきく。

　しかし、まるでＡＶみたいな格かつ好こうで準備運動しているハラミも、均整の取れたナスが四肢を伸ばす姿も、いろいろな意味で見ていられない。

　悠斗は海を眺めながら運動するのだった。
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　日差しは強いが、さすがに水へ入ると季節を実感する。

　一気に体温を持っていかれる冷たさだった。しばらくすると慣れてきて、さほど水温を感じなくなるのだが……

　最初は普通に泳いでいたが、10分もせずに飽あきたらしい。

　プールサイドに置いてあった青色のビート板をハラミが持ってきた。

「これに座れる!?」

　小学生の頃に、そんな遊びがあったか。

　浮力のあるビート板を沈めて、その上に座る。少しでもバランスを崩すと、ひっくり返るのだ。

　悠ゆう斗とは肩をすくめた。

「いい大人が……」

「見てなさい！　ハアッ！」

　意外にも、ハラミが一発で座ってみせる。５秒くらいは維持したか。

　最後にはバランスを崩したが、慣れた様子でビート板から降りた。

　ドヤ顔で言う。

「次、ユウトね」

「いや、僕は……」

「ナスさ～ん？　この男は、こういうヘタレだから～」

「わかったよ」

　安い挑発だったが、あえて受けた。

　ビート板を両手で水中へ押しこんだ。ハラミがやっていたのと同じように、そこへ正座する。

　しかし、思ったより重心が後ろにあったらしい。１秒くらいは乗れたが、背中側へひっくり返ってしまった。

　水中で一回転したせいで、鼻に水が入ってしまい、むせる。

「けほっ！　けほっ！」

「あはははははははははは！」

　──くっ、ハラミめ。

　水面に浮かんだビート板をナスが掴つかんだ。

「では、次は私の番ですね」

　慌ててハラミが止める。

「ナスさん、やめといたほうがいいよ!?　水かぶったら、化粧が崩れる」

「そ、そこまで厚化粧じゃありません」

「髪も崩れるよ!?」

「うっ……でも、２人がやったんだから……私も！」

　彼女がビート板を水中へ沈めた。

　その両腕の間へ、思い切り両りよう膝ひざを入れる。

　素晴らしく形のいい正座──しかし、バランスを取るのとは、あまり関係がなかった。

「きゃあ！」

　前側にひっくり返り、飛びこむような姿勢で……

　悠ゆう斗とのほうへ。

「ナスさん!?」

　叫さけぶのと、受け止めるのが、ほぼ同時になった。

　胸元に飛びこんできた彼女を抱きしめる。

　やわらかな感触があった。

　同時に、ナスが蹴けりつける形になったビート板が、水中から勢いよく飛び出してくる。ハラミの顔面にアッパーカット気味に入った。

「んがぐっ!?」
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　悠斗とナスは、プールサイドのビーチチェアで休む。

　いい感じにパラソルが影を落としていた。

　結局、抱だき留とめた悠斗ごと一緒に水中へ倒れこんでしまい、ナスの髪からは雫しずくが落ちている。

「神かみ絵えさん、元気ですね……」

「ははは……」

　まだハラミだけは、プールで遊んでいた。

　悠斗は尋たずねる。

「ナスさん、最近、どうですか？」

「えっ？」

「いや……いろいろ企画が動いてて忙しいって聞いてたから、旅行に誘って大丈夫だったのかな、って」

「……」

　しばらく言葉がなくなった。

　ちょっとした雑談のつもりだったので、そんな深刻そうな顔をされるとは思わず、悠斗は焦る。

　部外者に話せないようなことなら、無理に聞き出すのは迷惑になるだろう。彼女が言わないのなら、これ以上は……

　話題を変えようとした矢先、ナスが口を開いた。

「……実は……先月、会社を辞めまして」

「はっ!?」

「私、今年に入ってから、どうも調子が悪くて。前みたいに絵が描かけなくなってしまって」

「まさか。スランプってヤツですか？」

「わかりません。どれだけ描いても、納得できなくて。直しても、直しても……ダメなものにしか見えなくて」

「そんな……」

「ユウトさんには、そういう経験……ありませんか？」

　記憶を辿たどる。

「……あります」

　自分が〝京きよう橋ばし彩あや華かの弟〟としか認識されないと打ちのめされたとき、姉と同じような絵柄で描いたものが、全すべて無価値に思えた。そういう時期がある。

　ナスがうなずいた。

「誰にでもあるものなんでしょうか……」

「納得できる絵が描けないから、会社を辞めたんですか？」

「いえ……私も、それなりに長くやっているプロなので、納得できないなりにスケジュールは守っていたんですが」

　素直に尊敬する。

「それじゃ？」

「悩んでいることに上司が気付いたみたいで」

「一緒の職場にいて、描いているところを見ていたら、気付きますよね」

「部下想おもいの……とても良い方なんですが……その……」

「んん？」

「食事に誘われて」

「まぁ……悩んでいる部下がいたら、それくらいは」

「ええ、そうですよね。食事をしながら話を聞いてもらって、少しは気が楽になったし、参考になる意見もいただいて……」

「いい人ですね」

「そう思ったんです」

「……」

　雲行きが怪しくなってきた。

　ナスが言いにくそうにしつつ。

「そ、その、あと…………宿泊施設にまで、誘われまして」

「ええっ!?」

　それは部下想いではなく、下心があるだけでは!?

　ナスが深くうつむいた。

「どうしてなんでしょうか？　悩みを聞いてくれたときは、本当に感謝したんです。アドバイスも参考になったと思ったのに……その直後に、そんなこと言われたら……今までのは全すべて口く説どき文句だったのかと。真剣に打ち明け、意見を聞いたのは、なんだったのかって思えて」

「…………」

「私、バカだな、って……惨みじめになって」

「……」

「その場で、辞める──って言っちゃいました。勢いといいますか……自分が、こんなに冷静じゃない人間だなんて思ってなかったので……それも情けなくて」

　悠ゆう斗とは言葉を探す。

「僕は……会社に勤めたことがないもんで……」

「あ、そうですよね……」

　そんな会社は辞めて当然──と思ってしまうが、就職した経験がないせいかもしれない。けれども──

「ナスさん、後悔してるんですか？」

「会社の同僚たちに、迷惑をかけてしまったのが……」

「迷惑かけたのは、その上司なんじゃ？」

「そう割り切れればいいんでしょうけれど……」

　悠斗には想像しかできなかった。一緒に努力していた仲間たちが、自分が辞めたことで困る。

　自分さえ我慢していれば──と思うものなのだろうか？

　たかが誘われただけ、と受け流すべきだったのか？

　ナスがつぶやく。

「……私、どうして、こんなふうになっちゃうんでしょうか？」

　水着姿で、髪から水をしたたらせ、泣きそうな顔をしているナスと、視線が絡んだ。薄い色の唇がわずかに震えている。

　ぐっ、と悠斗は視線を引ひき剥はがした。海を睨にらむ。

　正直に言う。

「僕には、どうするべきだったのか、わからないです」

「……」

「でも、ナスさんが悲しいことを我慢してるのは、なんか嫌です」

「ん……」

「すみません、役に立てなくて」

　彼女が首を横に振った。

「話を聞いてもらえて、気持ちが楽になりました……誰にも言えなかったもので」

「そうだったんですか？　てか、会社に言ってもいいくらいじゃ？」

　ナスが寂しそうな顔をする。

「……私が誘惑したんじゃないか、って疑われるだけです。ユウトさんのように信じてくれる人ばかりではないので」

「ええっ!?」

「２人で食事なんて行った私が軽率でした。こんなこと、初めてじゃないのに……どうして、この上ひ司とは大丈夫だろうなんて……」

　ナスが泣きそうな声をこぼした。

　悠ゆう斗とは膝ひざの上で拳こぶしを握る。

　納得いかないが、そういうものなのだろう。起きてしまったことを嘆くよりも、次のことを考えるべきかもしれない。

「ナスさん……今後はフリーでやっていくんですか？」

「ちょっと悩んでいます。会社と契約していたときから、個人でもお仕事を受けていましたし。それと、辞めたとたんに、どこで知ったのか、複数の会社からお誘いがありまして」

「そりゃそうか」

　ナスは本気で不思議そうに、首をかしげた。

　セクハラで看板イラストレーターを失うなんてバカなことをしたら、噂うわさ話ばなしは業界を駆かけ巡めぐる。

　職場での、その上司の立場がどうなるか……悠斗の知ったことではないが、ただでは済むまい。

「お誘いをくださった会社のこと、まだ詳しく調べていなくて」

「ゆっくり選べばいいかと」

「そう思ってるんですが、ちょっと困っていることが……」

「ん？」

「私の部屋に、神かみ絵えさんがいらっしゃいまして」

　悠斗は顔をしかめた。

「錦にしきに聞いたよ。正月からずっと転がりこんでるって？　やっぱり迷惑なんじゃ」

「いえいえ……私も今回のことで落ちこんでいましたから、帰ったときに神絵さんがいてくれて救われたといいますか……」

「ハラミ、賑にぎやかだもんな」

　うなずいて、ナスが視線をプールへ投げた。

　話題にしているハラミが、ばしゃばしゃとクロールしている。前に見たときより上う手まくなっていた。

　ナスが気まずそうに。

「……実は今回のこと……まだ神かみ絵えさんに話せてないんです」

「あれ？　ハラミは家にいるんだよね？」

「はい。私、週３日は会社で仕事していることになっているんですよね」

「ど、どうしてるの？」

　ナスが恥ずかしそうに頬ほおを染め、濡ぬれた髪をかきあげた。




「会社に行く振りをして出かけまして……人目のある場所だと、お仕事の絵は描かけませんから、公園のベンチとか河原で」




「ええっ!?」

「あ、ずっとじゃありませんよ？　私自身がフリーランスになるか、別の会社に就職するか決めるまでは……と思っているだけで」

「早くハラミに言ったほうが」

　ナスが首を横に振る。

「神絵さんは、とても大切な時期です。せっかく仕事に集中できているのに、邪魔したくありません」

「あ……」

　たしかに、今はアニメ化直前でナイーブな時期だ。

　情緒不安定になって仕事が手につかなくなるクリエイターもいる。それなのに、依頼は爆発的に増える。

　最近、ハラミは調子よく仕事をこなせているらしい。

　しかし、悠ゆう斗とはナスの事情を知って、少なからず憤いきどおりを感じていた。感情的になっている。

　同じように話を聞いたとき──ハラミは今までと変わらず仕事に集中できるだろうか？　わからない。クリエイターのコンディションは水物だ。

「たしかに……ハラミのアニメ関係の仕事が一段落するか、ナスさんが身の振り方を決めるまでは言わないほうがいいのかもしれない」

「ですよね」

「だけど、公園や河原は、ちょっとな……カラオケボックスやネットカフェは、どうですか？　作業を他人に見られないかと」

「カラオケボックスは知らない男の人が入ってきたことがあって……ネットカフェも、恐こわいです」

　──美人って、なんて生きにくいんだ!?

　悠ゆう斗とが暮らしているのと同じ街とは思えない。危険がいっぱいだった。

　ナスがため息をつく。

「ただ、雨の日は無理ですし、まだ外は寒いので、レンタルオフィスを検討してるんですが……借りたら、もうフリーでやっていくって決めちゃったみたいで」

「たしかに」

「お誘いしてくださった会社のことをよく調べてもいないのに、それは失礼ですよね」

「〝公園や河原で仕事しないと失礼〟なんていう会社は、ないと思うけど」

　ナスの気持ちの問題だろう。気持ちの問題だから簡単ではなかった。

　彼女がビーチチェアから立ち上がる。

「ああ、話したら、スッキリしました」

「……僕、なんの役にも立ってないけどね」

「そんなことありません。聞いてくださって、ありがとうございます」

「本当に大丈夫？」

　なにも解決していないと思うのだが。

　ナスが微笑ほほえむ。

　たしかに、最初の深刻そうな表情に比べたら、やわらかな無理をしていない笑顔だ。

「泳ぎましょう？　せっかく、プールに来たんですから」

「うん」

　悠斗もチェアから立ち上がるのだった。
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　そろそろ昼時ということで、プールから出た。

　悠ゆう斗とはロビーで、ナスとハラミを待つ。

　結局、３人とも全力で泳いでしまったので、女性は髪を乾かしたり、メイクを直したりで時間がかかるらしい。

　大人の女性はプール遊びでも手間がかかって大変だ。

　ロビーで買った牛乳を飲んでいたら、ちょうど乃のノの香かたち３人がホテルに戻ってきた。

「あ、ユウト先生！」

「やあ、滝はどうだった？」

「素敵でした！」

　瞳ひとみが輝いていた。

　マリィも満足している様子だ。やや興奮気味に言う。

「ユウトくん、滝を出そうよ、滝」

「《猫ソナ》で？　白しろ砂すなさんと見に行ったんだから、そちらで出すべきじゃ……？」

「んん？　高校に滝があったら……面白いね！」

　白砂が慌てて。

「ちょっ……!?　そんな世界観じゃないですよね!?　ユウト先パイ、とめて」

「まぁ、マリィなら、ちゃんと面白くするよ」

「白砂ちゃん、滝、きらい？」

「指定されれば描かけますけど、そういう問題じゃなくないですか!?」

　おしゃべりしていたら、ハラミとナスがロビーに戻ってきた。

　町まで出て昼食を取る予定だったのだが……

　誰も空腹になっていなかった。昨夜の夕飯が多くて、朝食もしっかり取ったからだろう。

　悠ゆう斗とはパンフを眺める。

「午後は、どうしようか……？」

　みんなも、あれこれ候補を口にしていた。

　そそ、と白砂が寄ってくる。

　耳打ちするような声で──

「ユウト先パイ、温泉に行きたいって言ってませんでした？」

　ちょっと吐息がくすぐったい。

「あ、うん」

　ホテルの湯も充分に素晴らしいが……

「裏うら見みヶが滝たきへ行ったとき、そういえば素敵な温泉があったのを思い出したんですよ。ぜひ先パイをお誘いしたいと思いまして」

「そりゃいいね」

「ふふ……じゃあ、２人で……」

　言いかけた白砂に割りこむように、マリィが入ってくる。

「温泉、楽しそう」

「ッ!?」

　白砂がたじろいだ。

　微妙な表情を浮かべる。どうにも不本意といった感じだった。

　マリィが周りにも声をかける。

「乃のノの香かも、どう？」

「えっ!?　えーっと……」

　悩んでいる様子の彼女に、白砂が肩をすくめた。

「興味があるなら、来たらいいんじゃない？　本土では、そうそうない温泉だと思うし」

「それは楽しそうです。行きたいです！」

　ナスとハラミはどうするのか尋たずねると──

　少し悩んだ様子だったが。

「……明日は、それほど時間、ありませんよね？」

「もう帰る日だからね。飛行機の時間は夕方だけど、昼食のあとは空港の近くにいたほうがいいかな？」

「それなら、今日のうちに行っておきたいところがありまして……」

　黄き八はち丈じよう。

　悠ゆう斗とは詳しく知らなかったが……

　八はち丈じよう島じまで行われている草木染めの絹織物のことだった。

　作業場の見学もできるそうです──とナスが言う。

　ハラミがヒラヒラと片手を振った。

「よくわかんないけど、肌がふやけそうだから、もう水に浸つかるのはいいや」

「わかった。じゃあ、夕飯の店で合流しよう」

　悠斗はＬＩＮＥで店の情報を送っておく。ハラミがスマホを確認してうなずいた。

「ん。大だい吉きち丸まるね」

「18時に予約してあるから。遅れるようなら、連絡して」

「おっけー」

　ナスとハラミは電動自転車で。

　悠斗たちはレンタカーで目的地へ向かうことにした。
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　裏うら見みヶが滝たきの近くで、白しろ砂すなに言われるがままに、駐車場へクルマを駐とめる。他に駐まっているクルマがなかったので、今回は楽だった。

　山中の峠道だ。

　とくに建物は見当たらなかった。

「ここでいいの？」

「はい」

　白砂がうなずいた。

「温泉まで、けっこう歩くとか？」

「いえ、すぐです。もう目の前ですから」

　目の前には、森しかない。

　立木の裏に入口があるのかな──と悠斗は思った。

　クルマを降り、白砂に案内してもらう。フェンスがあり、看板があった。




『裏うら見みヶが滝たき温泉を利用される皆様へ』




　半分くらい文字が消えていて読めないところが、ちょっとミステリーの謎掛けっぽい。

　フェンスの脇わきから、下へ階段が延びていた。

「こちらです」

　言われるがままに降りてみる。

　崖がけの上にあるような露天風ぶ呂ろだ。駐車場から階段だけで浴場に直結。

　駐車場に他のクルマがなかったから予想はしていたが、他にお客さんは見当たらなかった。

　管理人もいない。

　白しろ砂すなに案内されていなければ、本当に利用していいものか悩んだことだろう。

　峡きよう谷こくを見下ろす立地で、左右から木々が枝葉を伸ばしている。

　森の中の温泉だった。

　──たしかに、本土ではそうそうない温泉だ。

　マリィが楽しげに口笛を吹こうとして、プスーと気の抜けた音を出す。

　悠ゆう斗とは立ちすくんでしまった。

「ここが、脱衣所？」

　浴場の脇に小屋がある。木の壁と屋根で、木製の棚にプラスチックの籠かごが置いてあった。それはいいのだが、扉はなく、男女の別もない。

　白砂が言う。

「ここ、なんと無料なんです。とっても泉質がいいんで、ぜひ先パイに入ってもらおうと思って！」

「水着を持ってくるように言ってたのは、このためか……」

「プールみたいなもんです」

「お、おう」

　案内された露天風呂は、混浴だった。

　ふらふらとマリィが小屋に入り、いきなりワンピースを脱ごうとする。

　白砂が慌てて止めた。

「ちょっ、先生!?　まだユウト先パイが！」

「ユウトくんならいいわよ」

「ダメですよ！」

　悠斗は脱衣所（更衣室？）の外へと向かう。

「僕は外で待ってるから、先に着替えて」

「……そ。ユウトくんは恥ずかしいの、苦手ね」

　彼女がため息をついた。

　珍しく白しろ砂すなが苦言を呈する。

「マリィ先生は、もうすこし恥じらいを知ったほうがいいんじゃないでしょうか」

「あら、恥ずかしいよ？　だから良いんじゃないの」

「理解できないんですけど!?」

　きゃいきゃいと騒ぎながら彼女たちが小屋の中で着替える。悠ゆう斗とは階段に腰掛け、湯船を眺めた。

　しばらくして、まず乃のノの香かが出てくる。

　赤色に花柄をあしらった南の島っぽいビキニだった。

　──ッ!?

　思わず身構えてしまうくらい大迫力のボリュームである。前に見たときよりも確実に大きくなっていた。

　そういえば、肉がついてしまったと嘆いていたか。

　明らかに破壊力が育っていた。

「わあぁー、水着で温泉に入るの、初めてです。水着なのに泳がないのって不思議な感じですね」

　次に、セパレートのフリルビキニを身につけて、マリィが姿を見せる。

「ちょっと窮屈ね……やっぱり、子供用じゃ小さいわ」

　細くて起伏のない彼女の身体からだに、上側はちょうどいいサイズだが、下側はピッチリ布地が張り付いていた。

　お尻に食いこんだ布を、何度も直す。

「脱ぎたい」

「ダメですよ、マリィ先生」

　最後に白砂が脱衣所から出てきた。

　こちらは、シックな黒のビキニ。

　均整の取れた身体に、スタンダードな水着をつけている。いつもちょっと派手目な格かつ好こうをしている白砂だが、こういうときは無難なものを選ぶようだった。

　ある意味で一番安心感がある。

　乃ノ香とマリィが掛かけ湯ゆをして、湯船に入った。ほうぅ……と乃ノ香が吐息をつく。

「んふ……いい湯ですぅ」

「白砂ちゃん、ユウトくん、早く来て？　これ、気持ちいいやつよ」

　マリィが手招きした。

　ぐっ、と白砂が立ちすくむ。

「う、おっきい……」

　なにが？　と訊きく前に、アレのことか──と悠ゆう斗とは気付いた。

　乃のノの香かが身体からだを沈めていくと、ふたつのふくらみが、湯船の中でたゆたう。

　たぷんたぷん。

　水着で包まれていながら、そのボリュームとやわらかさをこれでもかと主張した。

　圧倒的な質量を前に、白しろ砂すなが自身の胸元を見下ろす。

「ぐぬぬ……」

　マリィが肩をすくめた。

「大丈夫よ？　ユウトくんはヘソフェチだから、そこの大きさは気にしないわ」

「ちょっ!?　なに言ってんの、マリィ!?」

「……う」

　白砂がお腹なかを隠すような仕草をし、乃ノ香が照れたように胸元に手をのせる。

「はうぅ……」

　３人の視線がチクチク刺さった。

　あらぬ疑い（でもないが）をかけたマリィが、手招きする。

「いつまで見てるのよ、ユウトくん。そのまま来る？」

「着替えるよ」

　小屋へと入る。

　思わず、ギョッとしてしまった。考えるまでもなく当然なのだが、３人の着替えが棚に収まっている。

　女子更衣室に入ってしまったような気まずさがあった。

　そのうえ、ドアもない場所で、すぐ外に乃ノ香たちがいるのに着替えるのは、けっこう緊張感があった。

　男の着替えなので一瞬で終わったが……

　浴場へ戻る。

「お待たせ」

「早く、ユウトくん」

　マリィは屈託なく手招きするが、他の２人は思いっきり照れている様子だった。いくら水着姿とはいえ、悠斗も気恥ずかしくなる。

　誤ご魔ま化かすように柵さくの外を覗のぞきこんだ。

「うわっ……なんだこれ、底が見えない……」

　木々の枝葉が視界を邪魔しているせいだが、まるで底なしの谷のようだった。

　近くにいた乃ノ香も身を乗り出す。

「わぁ、すごいです」

「あ、リスだ。いや、イタチかな？」

「ええっ!?　どこどこどこどこですか!?」

　悠ゆう斗とが指を差すと、乃のノの香かが視界を合わせようと身を寄せてきた。悠斗の胸元に、乃ノ香のゆたかなふくらみが当たる。

「うっ……!?」

　気付いていないのだろうか。

　薄くて濡ぬれた布を挟んで、やわらかな感触が押し当てられた。

「どこですかー？」

　きょろきょろと乃ノ香が上体を動かすせいで、ぐりぐりと擦こすりつけられる。

　悠斗は石化したように固まっていた。

　そこへ、後ろからマリィが抱きついてくる。

「乃ノ香がえっちなことしてる！」

「えっ!?　ひあああっ！　す、すみません、ユウト先生！」

　慌てて身体からだを離した。

　今度は背中に、やわらかな感触が……

　乃ノ香と違ってボリューム感はないものの、細い手足を絡ませてくる。体温が温泉の湯のように温かかった。

　白しろ砂すなは１人だけ取り残されてしまう。

「だ……大胆すぎません？」

　つぶやきは、乃ノ香の「すみません！」の声と、マリィの笑い声に掻かき消けされた。

　なんとも気の休まらない温泉になってしまったな、と悠斗は思う。




　──お湯は、控えめに言って最高でした。
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「いい湯だったよ。ありがとう、白砂さん」

「ふふ……よかったです」

　ちょっと予定とは違っちゃったけど──と彼女が小声でこぼした。

　悠斗はクルマを走らせる。

「いい所だね、八はち丈じよう島じま」

「うふふ」

「食事は美お味いしいし、自然はいっぱいあるし」

「意外と気軽に来られますしね！　なんせ東京ですから」

「そうだね」

「あ、ここを右です」

　助手席で白しろ砂すながナビゲートしてくれる。レンタカーには島専用のカーナビがついているが、出番はなさそうだった。

　後部座席では、乃のノの香かに膝ひざ枕まくらされてマリィが寝息をたてている。母子……とまでは言わないが、姉妹みたい。

　ほどなく、目的地についた。




《スーパーあさぬま》──

　日用雑貨や食料品が売られている。ここへ来た理由は、ハラミが〝買い物したい〟と連絡してきたからだった。

　どんな物が売られているのか？　悠ゆう斗とも島民の暮らしに興味があったので、夕飯前にスーパーで合流することにしたのだった。

　クルマを駐とめる。

　ちょうど、買い物袋を提さげたハラミとナスがスーパーから出てきた。

「おっつー」

「ユウトさん、おつかれさまです。温泉はいかがでしたか？」

　悠斗は頭を掻かいた。

「あー、ちょっと驚くこともあったけど、いい湯だったよ。黄き八はち丈じようは？」

「とっても素敵でした。和服は実家で見慣れているのですが、やはり独特の趣おもむきがあるものですね」

「実家で……？」

　悠斗の問いかけにナスが答える前に、ハラミがドヤ顔でスマホを見せてくる。ストラップとして金色の織おり紐ひもがさがっていた。

「見て見て、綺き麗れいでしょ」

「ん？　もしかして、それが黄八丈の？」

「うん。根ね付つけー」

「おお……」

　たしかに、まるで金糸のような。それでいて透明感がある。不思議な色合いの絹織物だった。

　彼女たちの買い物袋に視線を移す。

「もう買い物は終わったの？」

「ほどほどに。それより、あそこにジャージーカフェってのがあるんだよ」

　スーパーの隣にカフェがあった。牛のマークが目を引く。

「牛乳の店？」

「珈琲コーヒーとかも出すみたい。アイスクリーム食べたい」

「牧場で食べられなかったもんなぁ」

　オフシーズンだったから、牧場の売店は休業中で自販機が動いているだけだった。

　マリィがスーパーを指さす。

「ユウトくん、買い物しないの？」

　来る前、どんな物が売られているのか見てみよう──という話をしていた。

　悠ゆう斗とも興味はある。

「わかった、一緒に行こうか。──僕らはスーパーを見てくるよ」

「りょ！」

　ハラミが兵隊みたいに敬礼した。

　乃のノの香かが両手を合わせる。

「あ、すみません。わたしはアイスを食べたいです。えっと……お任せしちゃっても大丈夫でしょうか？」

　そういえば、乃ノ香ちゃんが自分から希望を言いだすのは珍しいな──と悠斗は思った。

　白しろ砂すなが片手を振る。

「へーき、へーき。まかせて」

「ありがとうございます！」

〝何を〟とは言わなかった。いつの間にか、誰かがマリィの面倒を見ることが、暗黙の了解になっているらしい。

　そのマリィが勝手にスーパーのほうへ歩きだす。

　左右も見ないで駐車場を突っ切るものだから、悠斗と白砂は慌てて追いかけるのだった。





　　　　　†






「ふわぁー、濃厚ですぅ」

　乃ノ香は口の中に広がる凝縮された牛乳の風味に、表情を蕩とろかす。

　アイスの冷たさと甘みが心地よかった。

　ジャージー牛のシールが貼はられたカップに、たっぷりのソフトクリームが盛られている。

「うん、すごいわー」

　神じん宮ぐう寺じ先生も同じものを食べていた。

　ナス先生は珈琲をミルク多めで。

「ふぅ……」

　大人の女性の雰囲気がある。

　子供っぽい笑みを浮かべた神じん宮ぐう寺じ先生が、スプーンでアイスをすくって、押しつけるように差し出した。

「んふふ～、ほらナスさんも！」

　え？　とナス先生は逡しゆん巡じゆんしたものの……

　ちょっと照れながら、差し出されたアイスを口に含む。

「ん」

「どう？　どんな感じ？」

「すごく濃いです」

「えっろ」

「神かみ絵えさん!?」

「あはは……ジョーク、ジョーク」

　見ている乃のノの香かのほうが、照れてしまう。

「仲いいんですねー」

　神宮寺先生が片目を閉じる。

「夫婦だし」

「……そろそろ、自宅に帰っていただいたほうが良いのでしょうか？」

「調子に乗ってすみませんでしたー!!」

　そんなやり取りも夫婦めおと漫才みたいだな──と乃ノ香は密ひそかに思った。

　どうして神宮寺先生が家に帰らないのか？　気にはなったが、今は聞きたかったことを尋たずねる。

「あの……お２人は、なぜイラストレーターになろうと思ったんですか？」

　乃ノ香の質問に──

　一瞬も迷うことなく、神宮寺先生が即答する。

「神の声を聞いたから」

　ジトッ、とナス先生が睨にらむ。

「こういうときは、真面目まじめに答えてあげたほうが」

「いやいやいや……もしかして、ナスさん信じてなかったの!?　あたしは、マジメに神なんだよ」

　店員さんの視線が痛かった。

　ナス先生が話を引き取る。

「私は、絵を描かくのが好きだったからです。絵を仕事にしたくて、最初の会社に応募しました」

　生真面目な彼女らしい返答だった。

　今度は、神宮寺先生が顔をしかめる。

「ナスさん、本音で話そ。あたしら友達じゃん？」

「神かみ絵えさんこそ信じてなかったんですか!?　嘘うそ偽いつわりなく本心です」

　乃のノの香かはうなずく。

「今、イラストレーターをしていて、楽しいですか？」

「そりゃねー。アニメが決まったとこだもん。人生で一番良いときって思うわよ。まぁ、あたしの人生は常に今が最高だけど」

　アイスを食べながら当然のように断言した神じん宮ぐう寺じ先生に対して、ナス先生は目を伏せてしまった。

　結局、問いには答えず、逆に質問してくる。

「……乃ノ香ちゃん、イラストレーターに興味があるのかしら？」

　まだ気持ちが整理できていなかったので、すぐには返事ができなかった。

「ないとは言えないというか……絵が描かけるって、どんな感じなのかな、って思っていたりはします」

　不ふ明めい瞭りような答えに、気を悪くする様子もなくナス先生がうなずく。

「絵を描くのは好き？」

「あ……ちゃんとした絵は描けないので」

「どんな絵でもいいのよ。白い紙にペンを走らせるのは、好き？」

　正直に話す。

「わたし、お父さんに絵を褒ほめてもらったことなくて……でも、コスプレ衣装を作る前にスケッチを描くのは、楽しいです」

　二次元のキャラクターをそのまま衣装にするのは難しい。製作の前に設計図を描くものだった。

　ナス先生が目を細める。

「そう、楽しいのね……その気持ちがあるなら、きっと大丈夫」

「……」

　乃ノ香はうなずいた。

　まだ理解はできないけれど、大切な話をしてもらっているのだと思う。

　独りごちるようにナス先生がつぶやく。

「……楽しいと感じられないと、続けられないもの」

　神宮寺先生が空にしたカップを、タァンとテーブルに置いた。

「イラストレーターやんのに必要なのは、自信だよ、のののちゃん！　根拠なんてなくていいの。むしろ、根拠なんかないほうがいいよ」

「根拠のない自信ですか……？」

「あたしは、神！　それだけで描く理由になるじゃん」

　乃のノの香かとナス先生が同時に口にする。

「「無理です」」

「なんでー!?」
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　夕飯は大衆居酒屋《大だい吉きち丸まる》にした。

　郷土料理と、とくに海鮮が得意なのだとか。

　悠ゆう斗とはレンタカーの運転があるのでウーロン茶に。ナスやハラミも気遣ったのか、全員ソフトドリンクで乾杯した。

　白しろ砂すながメニュー表も見ないで注文する。

「刺し盛り３つ、島とうだし巻き２つ、明日あした葉ばの天ぷら２つ、島しま寿ず司し３つ。あと……」

　彼女が全員の顔を順番に眺めた。

「……クサヤ、どうします？」

　クサヤ。

　ハラミが断言する。

「もちろん、頼むわ！」

「なに？」

　マリィが首をかしげた。乃のノの香かが説明する。

「八はち丈じよう島じまの名物で、魚の干ひ物ものです。ただ、とにかくニオイが強烈だという噂うわさが」

「ふーん、いいんじゃない？」

　ナスは微妙な表情をしていたが拒否はしなかった。

　刺し盛りは、もう語る必要もないだろう。美お味いしい以外の言葉がない。

　島とうだし巻きは、島とうがらしを混ぜただし巻き卵で、普通のだし巻き卵の甘あま味みのあとにカーンと辛味が残る。日本酒に合いそう。

　そして、クサヤが出てきた。

　テーブルの端はしに置かれる。

　見た目には普通の干し魚だった。

「へえ、これが。まぁ、噂ほどのニオイは……ウッ!?」

　思わず絶句する。

「なにこれ、臭くさい！」

　興味深そうに見ていたマリィが顔を歪ゆがめた。乃ノ香が口元を引きつらせる。

　ハラミが笑いだした。

「あははは！　本当にクサイねー」

「……食べるんです、よね？」

　恐ろしいことのように、ナスが確認した。

　悠ゆう斗とは八はち丈じよう島じまに来てから一番というくらい真剣に言う。

「強制ではないです」

　白しろ砂すながクサヤに箸はしを伸ばした。

「まあまあ、ちょっとニオイは強いですけど、味は普通ですから」

　ぱぱっと小皿に身を取る。

　どうぞ──と悠斗の前に出してきた。

「う、うん」

「……ッ」

　ふるふるふる、とナスが涙目になって首を左右に振る。彼女はギブアップということで。

　乃のノの香かも明確に拒否こそしなかったが、小刻みに震えている。こちらも無理はさせないことにした。

「す、すみません……」

「私は食べるわ」

　最初に臭くさいと言い放ったマリィだが、ここでもフードチャレンジャーだった。白砂が小皿を差し出すと、顔をしかめつつ身を口へ放ほうりこんだ。

　もぐもぐ、と咀そ嚼しやくする。

「んー……普通……の干し魚を、ぎゅっと濃くした味ね」

「これに慣れると、普通の干し魚が、物足りなくなるんですよー」

　白砂はハラミと自分にも取り分けた。

　ハラミが言う。

「ユウト、早く食べなさいよ」

「……なんか、ニオイが口に残りそうで恐こわいよね」

「そ、そんなことあるわけないでしょ!?」

「じゃあ、ハラミが先にどうぞ」

「アンタ男でしょ!?」

　よくわからない言い合いをして、結局は２人同時に食べた。

　たしかに、干ひ物ものの味を濃くした感じ。

　ニオイはともかく、味は普通。むしろ、美お味いしい。

　悠斗は感想を述べる。

「……悪くないけど……食卓が大変なことになるのが、ちょっと欠点かな」

　ニオイが漂って全すべての料理がクサヤみたい。ナスと乃ノ香が椅い子すを遠ざけつつあった。

　残りは白砂が食べ、皿を下げてもらう。

　２杯目のウーロン茶を飲み終えた頃、ようやく平穏が戻ってきた。

　橙だいだい色いろをした寿す司しが出てくる。

「これが、八はち丈じよう島じまの名物──島しま寿ず司しです」

　白しろ砂すなが説明した。

　ちょっと黄色が乗ったマグロの握りに見える。

「……お魚を醤しよう油ゆ漬けにして、ちょい甘目の酢飯で握った寿司ですね。ワサビじゃなくネリガラシを使うのが特徴かな」

「辛いの？」

　マリィの問いに、「甘辛いって感じですかねー」と白砂が答えた。

　さすが郷土料理店の娘だけあって詳しい。

　百聞は一口にしかず。

　悠ゆう斗とは食べてみた。

　甘い。魚の旨うま味みが口に広がる。

　そして、鼻に抜けるカラシの香り。

「へえ……いいね」

「ふわぁん！　すっごく美お味いしいですぅ！」

　感激の声をあげたのは、乃のノの香かだった。

　ナスもうなずき、ハラミが２貫目に手をつける。

　マリィの口には寿司種が大きすぎたみたいで、食べるのに苦労していた。

　あっという間に皿が空になり、白砂が店員に追加を頼む。

　乃ノ香がうっとりした表情を浮かべた。

「島寿司……最高です、島寿司……」

　長なが崎さきでのクエに続いて、好物が増えたようだ。

　ハラミが苦笑する。

「のののちゃんを口く説どくオトコは大変そーよねー。好物はクエ鍋なべに島寿司かー」

　ぱたぱた、と乃ノ香が両手を左右に振る。

「そ、そんな無む茶ちやは言いませんので」

「でも好きでしょ？」

「……はい」

「あははは！」

「で、でも、わたし……なんでも美味しく食べますので！」

　そんな感じで、夕飯を楽しんだ。




　21時──

　ホテルに戻った。

　悠ゆう斗とは部屋のシャワーで汗を流し、ベッドに倒れこむ。目を閉じた。

「ふぅー……今日は、早めに……」

　ポーン。

　着信音が鳴った。

　サイドボードに手を伸ばし、スマホを取る。





　　　ハラミ『呑のも！』






　ナスとハラミの部屋へ招かれた。

「おじゃまします」

「いらっしゃい、ユウトさん」

　ドアを開けてくれたナスが、笑みを浮かべる。

「入って入って」

　ベッドに腰掛けたハラミが手招きした。

　ローテーブルには酒のつまみと、見慣れぬ瓶びんが置いてある。

「なんだい？」

「島しま焼じよう酎ちゆう！」

　もう酔よっ払っているのかと疑うくらいハイテンションなハラミに代わり、ナスが説明してくれる。

「八はち丈じよう島じまの名物に、島焼酎があるんです。１５０年前に島へ流る刑けいに処された[image: ]さつ摩ま出身の人物が、製法を伝えたのだとか」

「面白いエピソードだね」

　そういう逸いつ話わを聞くと、ぐっと興味が出てくる。

　ハラミがラベルの貼はられた大瓶を持ち上げた。

「本格焼酎《八や重え椿つばき》！　八丈島に来たら、これを呑まなきゃでしょ」

「……錦にしきみたい」

「ちょっ!?　あそこまで呑のん兵べ衛えじゃないし！」

「ははは……」

　ナスがグラスを用意してくれる。

「本当は夕飯のときに呑めたらよかったんですが、こんな話を未成年の前でするのもどうかと思いまして」

　たしかに、乃のノの香かも白しろ砂すなも未成年だ。彼女らの目の前で、自分たちだけ楽しむのも気が引ける。

「あれ？　マリィは？」

「もう寝ちゃってた」

　ハラミが肩をすくめる。それでは仕方がない。

　マリィは悠ゆう斗とよりも寝ていなかったはず。そのうえ、裏うら見みヶが滝たきまで散策し、温泉でもスーパーでもテンションが高かった。早々に寝てしまうのも当然か。

　悠斗の前にグラスが置かれて、透明な液体が注つがれる。量は指一本ぶんほど。

「とりあえず、ストレートで味見しよ」

「ふむふむ」

　呑のんでみると、ぱあっと口の中に味が広がる。

　麦むぎ焼じよう酎ちゆうのなかに、甘い芋の香り。

　よく味わってからナスが言う。

「これは、麦焼酎に薩さつ摩ま芋いも焼酎をブレンドしたお酒だそうです。独特の味わいですね。いかがですか？」

「美お味いしい……と思うけど、ちょっと強いかな」

「そうですね。九州では、お湯４のあと、焼酎を６注ぐお湯割りが最も美味しいと言われているそうですよ。やってみましょう」

　ハラミが冷蔵庫から氷を出す。

「あたしは、ロックにしようかな」

　グラスに氷を入れ、常温の焼酎を注ぎ、ほどよく冷たくなり、溶けた氷で薄まったところをグイッと呑む。

　冷蔵庫にはラベルのないペットボトルも入っていた。

　ナスがお湯割りを作りながら。

「湧わき水を汲くんできたんです。島しま焼じよう酎ちゆうを八はち丈じよう島じまの湧き水で割るなんて、ここでしか楽しめませんから」

「そいつは、いいね」

「あ、つまみもあるよ！　梅干しとかレモンが合うんだって」

　いつになく上機嫌で、ハラミがテーブルにつまみを並べていく。

　悠斗はお湯割りをいただいた。

「おお……ストレートのときの強さがなくなって、するすると飲めちゃう」

　ナスが吐息をつく。

「はー、美味しいですね……」

　ハラミがグイッとグラスを空ける。

「くぅ～、ロック最高かよ」

　ちょっとペースが速くないか──と思ったが、１本くらいなら大丈夫だろう、と黙っておく。

　ハラミがドヤ顔で２本目を出してきた。

「八はち丈じよう島じまの逸品、本格焼しよう酎ちゆう《島流し》ッ!!」

　まぁ、２本くらいなら……

　大丈夫なわけがなかった。





　　　　　†






　ハラミが絡んでくる。

「アニメのスケジュールが、前倒しになったのよ。もう、大変！　わかる!?　わかってくれる!?」

「延期ってのは、たまに聞くけど……そんなこともあるんだね」

「まぁ、あたしより、スタジオの人たちのほうが大変ってのは、わかるんだけどさー」

「大丈夫なの？　作画とか」

「それこそ、あたしには、どうにもできないトコだし」

「そりゃそうだな」

　くぴっくぴっ、と焼酎を呑のみつつおしゃべりする。

　こんなときに出てくるのは、だいたい仕事の愚ぐ痴ちだった。

　ハラミが訊きいてくる。

「ユウトは収録って行った？」

「アニメの？　まぁ、一応は行ったけど……微妙な思い出しかないなぁ」

「どんな？」

「肩身が狭いんだよ。収録って、主役は声優さんでしょ。そこで原作サイドに求められることってキャラクターやストーリーの解釈ってことになるよね？」

「まぁ、そうよね」

　あるセリフについて、微妙な感情の機き微びだとか。演技に匂におわせる裏設定だとか。そういう情報が求められる……こともある。

　悠ゆう斗とはグラスを呑み干した。

「そのへん、イラストレーターに言えることってないんだよなぁ……小説家と同じように丁重に扱われるけど、何も意見できないし、求められてないんだよね」

「うっ……たしかに」

　ハラミは原稿を読みこんでからイラストを描かくタイプだが、それでも〝熱心な読者〟と同程度だろう。

　悠斗も同じだった。

「たしか《猫ソナ》の収録は、僕もマリィも初回と最後だけ参加して……原作サイドからは永なが井いさんだけが出てたんじゃなかったかな」

「あの苦労人の編集さんね」

　次にハラミが、黙々と呑のんでいるナスに話を振る。

「ナスさんは？」

「……収録ですか。呼ばれたことないです」

「えっ!?　ナスさんがキャラデザしたゲーム、何本もアニメ化してなかったっけ？」

　ナスがグラスを傾ける。

「……私、アニメや声優には詳しくないので呼ばれても困ってしまいますが……そもそも、ゲームは関係者が多いですから」

「そうなの？」

「収録となったら──プラットフォームのプロデューサー、出資会社のプロデューサー、開発会社のプロデューサー、チーフディレクター、シナリオ会社のプロデューサー、担当のライター、他にも声優事務所のマネージャーとかとか……もちろん、音響監督とミキサーは絶対ですし。もう椅い子すが足りませんよね」

「ふえぇ」

「そういえば……私は関わっていませんが、原作付きソーシャルゲームで別作品とコラボをやったとき、スタッフ室にプロデューサーやディレクターという肩書きの方だけで10人もいたそうですよ」

　悠ゆう斗とは苦笑してしまう。

「すごいなぁ……まぁ、ラノベ原作のアニメだと、収録にそこまで大勢は来ないはずだけどね」

　ハラミが疲れたような顔をする。

「あたし、エライ人って苦手なんだよねー」

「君、神様扱いされるのが好きなんじゃないの？」

「民にされるから嬉うれしいの。仕事でエライ人に頭を下げられるのって、違うでしょ」

「そうなのか……まぁ、無理せず、作者と編集に任せておけばいいんじゃない？　後こう学がくのために一度くらい見ておくといいと思うけど」

「うー、そうするー」

　彼女はグビッと焼しよう酎ちゆうを呑んだ。

　雑談が続き──

　おもむろに、ハラミが立ち上がる。

「トイレ」

　そう言って部屋のドアへと向かった。

　悠斗は首をかしげる。

「どこ行くの？　トイレなら、この部屋にあるでしょ」

　よほど酔よっているのかと思った。

　ハラミが舌を出す。

「ベー。音が丸聞こえでしょうが!?　乙女は気にするの！」

「なるほど」

「たしか、大浴場に行く途中に、あったはずよね」

「ああ、あった気がする。けっこう歩くことになるけど」

「酔い覚ましにちょうどいいわー」

　ドアが閉じられた。
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　しん、と静かになる。

　唐突にナスと２人きりになった。

「ユウトさん、もう一杯いかがですか？」

「じゃあ、ロックで」

「はい」

　これは好機だろう──と悠ゆう斗とは思う。

　話を切り出すなら、今しかない。

　悠斗はグラスを受け取り、舌に油を差すかのようにグイッとお酒を呑のんだ。

　口を開く。

「……ナスさん」

「はい、もう一杯ですか？」

「いや……もらうけど、そうじゃなくて…………プールでの話なんだけど」

「ッ」

　ナスが表情をこわばらせた。

　楽しくお酒を呑んでいるときに、する話ではないのかもしれない。

　けれども──

「ごめん。誤解してほしくないんだけど……全く他意はなくて。失礼だったら、聞かなかったことにしてくれれば」

「……」

　ナスが黙って悠斗の話を聞いている。高台から水面へ飛びこむような気分だった。




「……僕の家に来たらどうかな？」




　彼女が目を丸くする。

　身を固くしたまま、なんの返事もない。

　悠ゆう斗とは慌てて付け足す。

「勘違いしないで。オフィス代わりにコタツ部屋を使ってくれてもかまわないって意味で、それ以外の意図はないんだ。あ、なんなら、ナスさんが来てる間は、僕がカラオケボックスで仕事してもいい。僕の場合は、知らない男の人が入ってきたりしないだろうし」

　彼女が首を横に振る。

「……ダメです。そんな迷惑をユウトさんに掛けるなんて」

「迷惑なんかじゃ」

　ナスが表情を曇くもらせた。

「……ごめんなさい」

「謝ることなんてあった？」

「ユウトさんは優しいから……困ってるなんて言うべきじゃなかったです。ご自身のことを顧かえりみず、手を差し伸べてしまう人だから」

「違う。僕はね、自分のために言ってるんだよ。部屋でぬくぬく絵を描かいてるとき、ナスさんが公園で仕事をしてるなんて、とても耐たえられない」

「……どうしてですか？」

　改めて尋たずねられると、感情の正体がわからなかった。

　友情？　錦にしきやハラミが同じ境遇だったら、同じように提案しただろうか？　したかもしれない。しなかったかも。

　悠斗は正直に言う。

「わからない」

　ナスが残念なような安あん堵どしたような曖あい昧まいな表情を浮かべた。

「……ユウトさんらしいです」

「子供っぽくて、ごめん」

「いえ、私こそ……」

「無理強いはしない。でも風か邪ぜなんか引いたら大変だ。ハラミだって、後で事情を知ったら気まずくなると思う」

　彼女が視線を落とした。

「それは……たしかに……」

「僕としても、知ったからには気になって仕方ない。むしろ、僕を助けると思って……どうかな？」

「助けてもらうのは、私のほうなのに……」

「どうしてもダメ？」

　だいぶ迷ってから、ナスがうなずく。

「わかりました……ユウトさんのご厚意に、甘えようと思います」

　ほーっ、と全身から力が抜けるような気分だった。

　心の底から安あん堵どする。

「よかったぁー」

「……？」

　ナスが不思議そうに首をかしげた。どうやら、悠ゆう斗とが不安がっていた理由が、いまいち理解されていないようだ。

「あ、いや……ナスさんに、僕までセクハラ野郎だと思われたら、なんて心配をね？」

　彼女が目を丸くする。

　そして、グラスを落としかけるほど笑った。

「やだ、そんなこと心配してたんですか!?」

「そりゃね」

　ひとしきり笑ってから、ナスが言う。

「ユウトさん、私は軽率な女ですが……さすがに、信用していない男性と旅行へ行くほどではありませんよ？」

「あ……そうですよね。すみません」

「私がユウトさんのことを信じてること、もっと信じてほしいです」

　ナスが左手を伸ばしてきた。

　その薬指には、悠斗の贈った指輪が嵌はまっている。

　彼女の手が、こちらの右手を握った。

　引っ張られる。

　意味がわからないことに、悠斗の手が、ナスの胸元へと持って行かれた。触れてはいないが……ちょっと指を伸ばしたら、服の上からとはいえ触れると思う。

「ナ、ナスさん……？」

　緊張した面持ちだった彼女が、ほっと表情を緩める。

「ほら！　ユウトさんは、変なことをしません。お酒が入ってても。間違いを犯さない人です」

「そういう意味かぁ」

　──どちらかというと、驚いて硬直していただけのような気がしますけどね？

　そんな状態のままナスが尋たずねてくる。

「ユウトさん、先程のお話ですが……本当に甘えてもいいんですか？」

「もちろん。〝やっぱり行かない〟なんて言われたら、僕が何かしてしまって信用を失ったみたいだよ」

「ふふ……ご都合のいい日は、いつでしょう？」

「いつでもいいけど。まぁ、あの部屋に３人は狭いから──乃のノの香かちゃんの来ていない月・水・金がいいかな？」

「あ、来ていない日があるんですね」

「最近は、水泳部と塾があるみたいで。もうすぐ３年生だから」

「中学生ですものね」

「だね」

「そういえば、乃ノ香ちゃん……進路のことで──」

　彼女が言いかけたところで、バーンと部屋のドアが開けられた。

　ハラミが声をあげる。

「たっだいまー!!」

　ナスの胸元に引き寄せられていた右手を、ものすごい速さで引っこめた。自分がこんなにも速く手を動かせたのかと驚くくらい。

　同じように動揺したのだろう──

　震える声で、ナスがハラミを迎える。

「お、おかえりなさぁい」

「うん。あ、お湯割りちょーだい」

　ハラミがベッドに腰掛けた。

　見られていなかったか……

　ほっ、と密ひそかに安あん堵どの吐息をついた。

　悠ゆう斗とは水割りを作ってもらい、グラスに口をつける。やっぱり、美お味いしい。

　ハラミが首をかしげる。




「なんで、おっぱい触ってたの？」




　鼻から焼しよう酎ちゆうを吹いた。





　　　　　†






　時計の針が２周して、カレンダーの日付がひっそり変わる。

　すっかり赤ら顔になったハラミが、うめく。

「暑い」

「…………」

　ナスも目が据すわっていた。

　ちょっと呑のむペースが速すぎるんじゃないですかね？　と悠ゆう斗とは、ほぼ水に近い水割りを呑む。

　わからなくもないが……

　ハラミは周りが驚くほどの依頼量で、長らく仕事漬けだった。

　ナスの事情はプールで聞いたとおりだ。

　早いペースで呑みたくなるほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのかもしれない。

　悠斗はグラスを置いた。

「そろそろ、お開きに……」

「脱げばいいのよね。あたし、頭いいー」

「なに？」

　止める間もなく、ハラミがタンクトップに手をかけ、ズボッと上へ抜いた。

　上半身が、赤色のブラだけとなる。

　悠斗は思わずソファーごとひっくり返りそうになった。

「な、なにやってんの、ハラミ!?」

　いくら見せてもいい系の下着とはいえ、それはチラ見せの話であって。しかし、よくよく考えれば、水着と同じようなものか？

　昼間にプールで散々見せたのだから気にすることはないのかも。いいのか？

　ナスがため息をついた。

　当然だ。

　きつく窘たしなめるのか──と思いきや。

「神かみ絵えさん、私も暑いです」

「なら、ナスさんも、脱げば？」

「そうですね」

　ぼんやりうなずいて、彼女はブラウスのボタンを外しはじめる。まるで、悠斗のことが見えていないかのように。

　ぽちぽち……と、たどたどしい手つきではあったが、とうとうナスが前をはだけてしまった。

「はふぅ……」

　とろん、とした目つきで、あられもない格好のままグラスに唇をつける。

　悠斗はいよいよ酔よいが吹っ飛んだ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげた。

　ハラミが拳こぶしを握る。

「よし！」

　なにが〝よし〟なのか？　次にハラミは自身のホットパンツに手をかけた。ずるっ、とおろす。

　丸いお尻が露あらわに。

　同じように、ナスも自然な手つきで、スカートのボタンを外した。

「ん……楽ぅ……」

　──もう、ダメだ。

　こちらも充分にアルコールが回っていた。

　悠ゆう斗とはソファーから立ち上がる。

「寝よう」

　逃げるように２人の部屋から出て、自分のベッドに飛びこむのだった。






















[image: ]




　疲ひ労ろう困こん憊ぱいでアルコールを入れてベッドに入ったはずなのに、ガバッと起きてしまった。

　悠ゆう斗とは汗をぬぐう。

「ううぅ……変な夢を見た気がする……」

　そんな印象だけが脳に残り、どんな夢だったかは記憶から消えていた。

　窓の外は、薄暗い。

　──まだ夜明け前？　そろそろ日の出かな？

　薄暗い空の東側だけが、明るくなりつつあった。

　ふと思い出す。

　夜景や朝日を楽しめるよう、このホテルは屋上を解放している──というポスターを見たことを。

　わざわざアピールするくらいだ、きっと良いものだろう。

　日の出を見てみたい。

　幸いというか、パジャマに着替えることなく寝てしまったので、スマホとサイフだけ持って、部屋を出る。

　屋上へ。

　途中で眠気覚ましにと自販機で缶コーヒーを買った。

　階段室から出る。




　ホテル《リードパークリゾート》屋上──

　フェンスもない屋上へ自由に出入りできるなんて、なんともおおらかだった。

　風はない。

　しかし、ここ２日に比べると、季節を思い出したかのように肌寒かった。

「ふぅ……」

　水平線から、まだ太陽は顔を出していない。間に合ったか。

　少し雲が厚くて、海と空の境が曖あい昧まいになっていた。空は明るさを増し、金色に輝きだす。

　ざりっ、と背後で足音がした。

　振り返る。

　カットソーカーディガンを着た少女の姿が目に入った。片側で結った髪が揺れる。

「……乃のノの香かちゃん」

「おはようございます、ユウト先生」

　寒い朝のホットミルクみたいな笑みだった。

　自然と悠ゆう斗とも笑顔で答える。

「おはよう。君も日の出を見に来たの？」

「あ、はい…………いえ、その……ごめんなさい。ドアが開く音が聞こえたもので、追いかけてきちゃいました」

「え？　そうか……なにも謝ることないよ。一緒に日の出を見よう」

「はい！」

　乃ノ香が左隣に来て、ならんで東の空を眺める。

「……そういや、この旅行で２人になるのは、初めてかも」

　ぽつり、と言うと彼女が肩を寄せてきた。悠斗の左肘ひじのあたりに──

　とん、と触れてくる。

「そうですよ」

　ちょっと拗すねたような口調だった。

　いつもより少しだけ大人びた仕草に、ドキッとしてしまう。

　ふるっ、と彼女が震えた。

　そういえば、この気温にしては薄着だろう。

「寒い？」

「へいきです」

「あ、これ、よかったら……」

　悠ゆう斗とは手にした缶コーヒーを持ち上げた。まだ充分に温かい。

「……いいんですか？」

「眠気覚ましに、半分くらい飲んだから」

「じゃあ、いただきます」

　渡す。

　小さな手で、大切そうに包む。ゆっくり彼女が唇をつけた。ほぅ、と吐息をつく。

「……温かいです」

「よかった」

　まだ日の出までには、時間がありそうだ。

　寒いせいもあって、悠斗は乃のノの香かと身を寄せ合ったまま話す。

「旅行は、どう？　楽しめた？」

「ふふ……一生の思い出です」

「それはよかった」

「しかも、まだ終わってませんから」

「そうだね」

「ユウト先生はいかがですか？」

「もちろん、すごく楽しんでるよ。なんの小説に書いてあったかな……思い出は宝物で、人生は宝箱って言葉を、ふと思い出したよ」

「宝物が増えましたね」

「うん」

「……明日あした葉ばのうどんは美お味いしかったですし」

「いきなり、自転車で山登りするとはね」

「牛さん、かわいかったです」

「白しろ砂すなさんの実家、すごかったなぁ」

「お魚が美味しかったですよねぇ……鯛たいもいいですねぇ。鯛も……」

　夜はマリィと初めて新作の話をした。そういえば、なんとなく流してしまったが、もしかして、自分の２本目のアニメ化が決定した──ということになるのだろうか？

「気が早いか……」

「なんですか？」

「いや……朝食のあと、僕はプールに入ったんだよね」

「そうなんですね。裏うら見みヶが滝たき、楽しかったですよ？　森の中をどんどん進んで」

「そっか。そのあと一緒に温泉に入ったねえ」

「はうぅ……忘れてください」

「はは……もう宝箱に入れちゃった」

「えっちですよー」

「そういえば、あのときは言えなかったけど……すごく似合ってたよ、水着」

「あうぅ……今になって褒ほめられると、かえって恥ずかしいですー。う、嬉うれしいですけどぉ」

　乃のノの香かが身じろぎした。

　悠ゆう斗とは苦笑する。

「おっ……」

　だんだん空に光が増えてきた。

　雲が金色に燃える。

　水面までが空を映して輝きはじめた。

　乃ノ香が息を呑のんだ。

「……きれい」

「うん」

「太陽って、金色なんですね」

「そう見えるね。金色に輝く太陽と……同じ強さで光る雲と……背から陽光を受けて影を濃くする黒雲と……光の道が落ちた海原と……空は、金色から赤へ、橙だいだい色いろ、黄色、淡黄、水色、青色、藍あい色……そして、暗くら闇やみそのものの地面……」

「素敵です」

　絵画のような景色を、一羽の海鳥が横切る。

「ああぁ……」

　悠斗も感嘆をもらした。

　乃ノ香が太陽へと手を伸ばす。その指先が赤色に照らされた。

「こんな光景を、絵に残せたら……もっと素敵ですよね」

「うん」

　彼女の声に、いつもとは違う色を感じる。

　ただの感想ではない。

　まるで、彼女が自分自身へ言い聞かせるかのようだった。

　悠斗は隣へと視線を落とす。

「乃ノ香ちゃん、もしかして……」

　呼吸さえ聞こえてきそうな距離から、彼女が見上げてくる。

「ユウト先生……わたし……」

　左肘ひじに、かすかな震えが伝わってきた。

　手の甲が、乃のノの香かの指に触れる。

　彼女の小指が、こちらの親指の付け根をなでる。その指先を迎えるように、包みこむ。どちらからともなく手を繋つないだ。

　温かい。

　体温と鼓動が伝わってくる。いつもより速まっている脈拍が感じられた。

　乃ノ香が真剣な瞳ひとみで見つめてくる。

　その唇が開いた。




「わたし、イラストレーターになりたいです」




　彼女の手を握ったまま、悠ゆう斗とはうなずく。

「いいと思う」

　乃ノ香の瞳が潤む。

「……おかしく、ないですか？　わたし……もう中学生なのに、まだろくに描かいたこともなくて」

「これから、好きなだけ描けばいいよ。他人の価値観なんて、どうでもいい」

「は、はい」

　彼女の瞳から、ほろり、と透明な雫しずくがこぼれる。

　朝の光を受けて、金色に光って落ちる。

　すがりつくように乃ノ香が抱きついてきた。

　抱だき留とめる。

「の、乃ノ香ちゃん……？」

「わたし……こわくて……ッ！　もしも、ユウト先生に、無理って……い、言われたらって……」

「言わないよ」

「それが、うれしくて……!!」

　涙声で話す乃ノ香を抱きしめ返した。

「応援する」

「ありがとうございますぅ」

　言葉の最後は泣き声になった。

　そんなにも内側に感情を溜ためこんでいたのか、と驚く。

　嗚咽おえつをもらす乃ノ香の頭に、悠斗は手を置いた。ゆっくりとなでてやる。

　だんだん、彼女の呼吸が落ち着いてきた。

「あの……ごめんなさい」

　冷静になって恥ずかしくなったのか、乃のノの香かが赤面して、すっと身体からだを離す。

　燃えるような朝日を背に、彼女が微笑ほほえんだ。

　いつも可愛かわいいらしい乃ノ香だが、今は綺き麗れいだと感じた。思わずため息をこぼしてしまうくらい。

「…………」

「やっぱり、ユウト先生は優しいです」

「普通だよ……」

「じゃあ、世界中の人が、本当はすっごく優しいんですね」

　悠ゆう斗とは頭をぽりぽりと掻かいた。

　視線を逸そらす。

「僕にできること……なにかあるかな？」

　嘘うそ偽いつわりなく、乃ノ香がイラストレーターを目指すことは無理ではないと思っているし、応援したい気持ちもある。

　しかし、今まで誰かに技術を教えたことなどなかった。

　錦にしきは仕事として部下を指導している。ナスはライブドローイングといって観衆の前で解説しつつイラストを描かくイベントをこなしている。自分よりも遙はるかに教えることに慣れているだろう。

　悠斗も作業を見せるくらいなら──いや、それは頻ひん繁ぱんに見せているか。今更だ。

　無力。

「……僕は無価値だ」

「ええっ!?　ユウト先生ー!?」

　直前の言動との落差に、乃ノ香が驚きの声をあげた。

　悠斗は無念にうなだれる。

「役立たずで、ごめん。なにか必要なことがあれば遠慮なく言ってね」

　しばらく思案していた彼女が、意を決したように口を開いた。

「ひとつ、お願いが──」




　東の空に昇った太陽が、島を照らしはじめる。
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「ぎにゃー!!　やっちゃったぁー!!」

　バキン！　と金属音が響く。

　森を抜ける峠道だった。

　ゆるい左コーナーの途中、内イ側ンにあった穴へ、左前輪フロントタイヤを引っかけてしまったのだ。

　横から蹴け飛とばされたようにマシンが強烈なスピンモードに入った。車体が横滑りする。ＦＲＰのシートが脇わき腹にめりこみ、首がもげるかと思った。

　濡ぬれた路面を一回転して、どうにか道路上で止まる。

　身体からだは……無事。

　エンジンは動いている。

　しかし、左前輪が外側を向いてしまっていた。ハンドルは右に切っているのに……

　──これ、自走不能なやつじゃん!?

　コースは半ば。

　周りは木々に囲まれていた。

　スマホを取り出す。

　電波状況は──圏外。

　最後に人がいそうな場所を通り過ぎたのは、何分前だったか？

　液晶画面に、雫しずくが落ちてきた。

　空を見上げると、真っ黒な雲が空を覆おおいつくしている。大粒の雨が降ってきた。

「マジ？」




　──15時23分。





　　　　　†






　３日目の朝食の時間──

　悠ゆう斗とは乃のノの香かと一足先に食堂へ行き、珈琲コーヒーを飲んで待っていた。

　マリィを連れ、白しろ砂すながやってくる。

「おふぁ……よう」

　相変わらずのアクビしながらの挨あい拶さつだった。

　白砂が会釈する。

「おはようございます、ユウト先パイ。乃ノ香も」

「うん、おはよう」

「おはようございます！」

　そして、予定より少し遅れて──

　ハラミとナスが食堂へやってくる。

　朝の挨拶を交わした。

　ナスが泣きそうな顔をして、悠斗を見つめてくる。

「あ、あの……昨夜は……」

　悠斗は固まった。

　どう返したものか。

「えっと……痛ッ!?」

　バーン！　とハラミが背中を叩たたいてきた。

「夜、なんかあったっけー!?　あたし、飲み過ぎちゃったみたいで、なんにも覚えてないんだよねー」

　悠斗は口元を引きつらせる。

「あ……うん……僕も、気付いたら、自分の部屋で寝てて……」

　じっ、とナスが見つめてきた。

　内心で冷や汗をかきつつ、悠ゆう斗とは言葉を付け足す。

「もちろん、ナスさんと話したことは覚えてるんだけど。あ、ナスさんは、どう？」

「わ……私は……全すべて覚えていますが……」

　──僕も瞼まぶたに焼き付いてます。

　などと言えるわけもなく。

　悠斗は笑って。

「ごめん、本当に覚えてないんだ。ちょっと呑のみすぎちゃったかな。いやぁ……記憶が飛ぶほど呑むのはよくないよね、気をつけないと」

　棒読みっぽくなった。

　半信半疑という感じだったが、ナスが納得したようにうなずく。

「そうですね」

　マリィが席を立つ。

「朝ごはん、取りに行きましょ」

「あ、待ってくださいです、マリィ先生」

　乃のノの香かが追いかけた。

　白しろ砂すなとナスが続く。

　少し遅れて、悠斗はハラミとならんで──つぶやく。

「助かったよ」

「あ、うん……あのさ……あたしも、ちょっとは恥ずかしいんだからね？」

「えっ？」

　思わず立ち止まった悠斗を残し、ハラミが足早に先へ行ってしまうのだった。

　悠斗は頭を左右に振る。

　昨夜のことは、忘れておくことにした。

　微妙な空気を漂わせながらも、朝食はつつがなく済ませる。

　食後──

　テーブルにパンフが広げられた。

「どこ行く？」

　ハラミの問いに、まず悠斗は空港を指さす。

「ここに、17時。絶対に絶対に遅れないようにね？　このあとは、もう便びんが無いから」

「わかってるってば」

　ナスが提案する。

「午前中は《八はち丈じよう島じま歴史民俗資料館》に行ってみませんか？」

「面白そうだね」

　悠ゆう斗とも興味を持った。

　珍しくマリィが質問する。

「図書館ってないの？」

「ありますよ。《八はち丈じよう町ちよう立りつ図書館》ってのが」

　白しろ砂すなが答えた。

　乃のノの香かが別の観光案内パンフを出す。

「あの……《八丈植物公園》に、キョンっていう動物がいるらしいのですが」

「かわいいですね」

　写真を見て、ナスが微笑ほほえむ。

　ハラミが地図を指さした。

「《地熱発電所》ってなに!?　どんなとこ？」

　白砂が苦笑する。

「はは……三み原はら山やまの上なんだけど、そっちも登る？」

「ヤダー」

　わぁわぁとおしゃべりして──

　結局は資料館、植物公園、図書館を回ることにした。

　それぞれの距離は近いので、レンタカーで２回運べばいいだろう。けっこう慌ただしくなった。




　午後──

　いろいろと見て回っての、昼食。

　白砂のオススメということで、ラーメン屋に入った。

　八はち丈じよう島じままで来て最後の食事がラーメン屋？　と最初は疑問だった悠斗だが……

　なんと、ご当地メニューがあった。

　まさかラーメン屋にも都内では見かけないようなメニューがあるなんて。

　悠斗は島唐チャーハンを頼んだが、これが絶品だった。

　刻んだ唐辛子が入っているチャーハンなのだが、辛味が食欲を刺激し、最後の一口まで飽あきさせない。

　島唐チャーシューメンや島唐餃子も評価が高かった。




　悠斗はスマホで時間を確認する。

「14時か……そろそろ、お土産を買いたいかな」

「近くに、いい店がありますよ」

　白砂の言葉に、乃ノ香が身を乗り出した。

「行きたいです！　わたし、両親に明日あした葉ば茶を頼まれてますので」

「もちろん、売ってるよー」

　マリィが首をかしげる。

「乃のノの香か……お茶、親の人が好きなの？」

「あ、私の両親、けっこう仕事で海外に行くことがありまして。日本に帰ってきたときは緑茶が飲みたくなるそうなんです」

「へえ……じゃあ、私も買う」

　長なが崎さき旅行のときに、マリィはぜんぜんお土産を買わなかったので、少し意外だった。

　そういえば、彼女と両親の関係は良好らしい。きっと緑茶のお土産を喜んでくれるだろう。

　確認のために尋たずねる。

「じゃあ、お土産物屋ってことでいいかな？」

　ナスがうなずく。

「はい。私も実家や友達に買いたいと思っていましたから」

　ハラミが頭の後ろで手を組んだ。

「あたしは、べつにいいかなー。まだ親と会う気ないし。他に持ってく相手もいないし」

「編集さんは？」

　悠ゆう斗との問いに、彼女が舌を出した。

「持ってかないよー。担当さんにはナイショで来てるもん」

「おいおい……」

「絶対に間に合わせるから、いいの！　今夜がんばれば、間に合う」

「まぁ、僕も今夜から仕事しないといけないけど」

「そんなもんだよねー」

「帰ったら、作さ業ぎよイプしようか」

「イイネ」

　17時過ぎに八はち丈じよう島じまを離陸し、18時頃には羽はね田だ空港に到着している予定だった。直帰すれば、夕飯後には作業を開始できるだろう。

　ヒラヒラとハラミが手を振る。

「んなわけで、あたしはテキトーに観光してるから！」

　あ、私も──と白しろ砂すなが手を挙げた。

「お土産を買ってく相手とかいないしね。お店の場所は本当に近くだから、案内するまでもないだろーし」

　そういえば、白砂は実家に帰るときに大荷物を持っていた。おそらく、お土産だったのだろう。

　悠ゆう斗とはうなずいた。

「わかった。それじゃあ、空港で合流しようか」

「そうですね」

　念のために、と白しろ砂すながスマホへ、お土産物屋の位置を送ってくれた。

　別れ際、ハラミが付け足す。

「あっ、ユウト。半分出すから、錦にしきに何か買っておいてよ。ないと五月蠅うるさそうだし」

「そのつもりだけど」

「名物らしいから、島唐辛子の入ったお菓か子しとかいいんじゃない？　お酒のつまみに」

「いやいや……」

　胃腸が弱った相手に容赦がなさすぎる。ハラミに選ばせなくてよかった、と心から思う悠斗だった。
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　上かみ葉は良ら南海みなみ──という本名を、自分でもときどき忘れそうになる。

　もう親くらいしか呼ばないからだ。

　ユウトと錦は〝ハラミ〟という渾あだ名なで呼ぶし、ナスや白砂は神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えというＰＮペンネームを使う。

「神絵、キャンディー買おうよ」

　南海は店に視線を投げた。

「……美お味いしいの？」

「フツーかな」

「じゃあ、買おっか」

「あはは……なにが〝じゃあ〟なの？」

「テキトー」

　道すがらのパン屋なのかコンビニなのか惣そう菜ざい屋やなのかわからない店で、アイスキャンディーを買った。

　舐なめてみる。

　たしかに、普通だった。

　ぐぐっ、と白砂が両腕を広げて、ノビをする。

「んん～……こんなに、島のあちこち行きまくったの、初めてだったなー」

「地元でしょ。飽あきてなかった？」

「意外とね。地元だからこそ、そんなに観光地へ行かないからさ。初めてじゃなかったけど、チョー久しぶりのとこもあって楽しかったよ」

「なるほどねー」

「めっちゃ賑にぎやかな旅行だったし！」

　南海みなみは苦笑する。

「うん。賑やかだったねー」

「ちょっと不安もあったんだけど……ユウト先パイたち、オタクだから、楽しんでもらえるかどうか」

「バッチリ楽しんでたから。それだけは確実」

「よかった！」

　白しろ砂すなが心から安あん堵どしたように、笑みをこぼした。

　南海は思い出す。

「山からの眺めはよかったし、黄き八はち丈じようもよかったし……あんなに大きな魚料理も、島しま寿ず司しやパッションフルーツも初めてのものばっかだったしねー。あ、クサヤはナイなーって思ったけど」

「本当に初めてだったんだねー」

「初体験しちゃったぜ」

　南海の言葉に、白砂が少し頬ほおを赤らめた。

「神かみ絵え、そういうの往来で、よく平気な顔して言うよね」

「白砂と違って地元じゃないし？」

「ちょっと……!?」

　彼女の手元を指さす。

「キャンディー、とけてる、とけてる」

「わぁっ!?　とととと……んれろ」

「あはは……えろい」

　白砂が顔をしかめた。

「神絵って、実はソッチの趣味があったりすんの？」

「ソッチ？」

「お、女の子が好き、とか……」

「べつにー？　綺き麗れいな女ひ性とは見てて気分がいいし、かわいい反応は面白いけど。好きとかはナイかなぁ。なんでよ？」

　どうして、そんな質問をしたのか。

　白砂が視線を逸そらした。

「あ……いや……」

「……女の子に告白でもされた？」

「そ、そんなんじゃないし！」

　この子、モテそうだもんねぇ──と南海みなみは思う。

　白しろ砂すなの頬ほおを赤らめた横顔は、綺き麗れいと可愛かわいいのうえに格かつ好こう良いまで同居していた。

「１粒で３度おいしい」

「なに？」

「いやいや、なんでもないんだけど……」

　誤ご魔ま化かすように、南海は視線をあらぬ方向へ投げた。

　ふと見慣れぬ文字が目に留まる。

「ん？　なんだろ？」

　目に入ったのは──

　公道カートだった。

　いわゆるゴーカートに、ウインカーやミラーをつけ、公道を走行できるようにしたものだ。

『レンタルカート』の幟のぼり旗ばたが立っていた。

　南海は店を訪ねる。

「これ、借りれるの!?」

　カウンターのおじさんが、笑顔でうなずいた。

　原付か普通車の免許があれば、誰でも運転できますよ──と説明される。












「あるよ！　あたし、免許ある！」

　白しろ砂すなが慌てた。

「ちょっ……神かみ絵え!?　もしかして、借りるつもり？」

「ごめんね、白砂ちゃん。実は、あたし、やってみたいことがあってさ」

「なに？」

「島を１周してみたいって思ってたんだよね。でも、ユウトがレンタカーを運転させてくれなかったし、電動でも自転車じゃシンドイなーって」

「ああ、なるほどねー。でも、危なくない？　ペーパーなんでしょ？」

「大丈夫っしょ。原付くらいの性能みたいだし」

「乗り物の性能じゃなく、神絵の腕を心配してんだけど……」

「へーき、へーき」

　南海みなみは手をヒラヒラと振る。

　白砂が肩をすくめた。

「──まぁ、せいぜい気をつけてよね」

　まだ言いたいことが山ほどありそうな顔をしていたが、それ以上は引き留めない。

　店のおじさんが、どうするのか尋たずねてきた。

　南海は答える。

「借りる！」

　料金を前払いして、念書にサインした。書いてあることは一般的なことで──交通ルールは守ること。事故は自己責任。修理は全額負担。17時までに返却するべし。

　空港に17時集合だから、ここへ16時までに戻れば余裕だろう。

　今、14時25分だ。

　おじさんから、八はち丈じよう島じまを１周するなら１時間半はかかると言われる。ちょうどいい時間だった。

　南海の借りたカートの車体番号は、86──

　キャンディを丸まる呑のみし、旅行鞄かばんは店で預かってもらう。

　おじさんからレクチャーを受け、カートのエンジンをかけて、アクセルを踏んだ。

　駐車場を１周する。

　右足がアクセル、左足がブレーキ、ギアは前進と後退だけ。ボタンはウインカーと警笛のみ。

　──かんたん、かんたん。

　ハンドルは閉へい口こうするほど重かったが、走りだせば軽くなるらしい。

　駐車場から出るため、カートを道路へと向ける。

　ちょっと心配そうな表情で白砂が見送ってくれた。

　南海みなみは手を挙げる。

「行ってくるね！　喫茶店でお茶でもしててよ。16時前には、ここへ戻ってきて連絡を入れるからさ」

「……安全運転しなさいよね！」

「わかってるって！」

　公道へ出た。




　アクセルを踏む。最初は、ゆっくり走っていたが……すぐ全開になった。

　自転車とは比べものにならない速度が出る。風が吹きつけてきて、景色が後ろへ飛んでいった。

　愉たのしい！

　理屈ではなく、きっと体感した者にしかわからないだろう。脳のう髄ずいが痺しびれるような爽快感に震えた。

　信号はちゃんと守る。

　ウインカーを出し、八はち丈じよう島じまの外周を巡めぐる周遊道路へ。

　すぐ海が見えた。

　地面が荒れている場所では、けっこう跳ねる。とくに理由はないが、まず西側へ向かった。

　アスファルトが黒色に濡ぬれている。

　──こっち側は、雨が降ってたのかな？

　だんだん曇くもってきた。

　平地は軽快だ。

　しかし、登りになるとエンジンがうなるばかりで極端に速度が落ちる。

「ううぅ……事故とかより、本当に16時までに戻れるかのほうが心配かも……？」

　逆に下りは、かなりの速度が出た。

　ごうごうと風が鳴る。

　速度メーターを振り切った。

　甲高いエグゾースト音と、全身を叩たたく振動。

「ＹＥＥＥＥＥ　ＨＡＡＡＡＡーッ!!」

　叫さけんだ。

　左に曲がる峠道で、横Ｇに耐たえながら、グッと内側へ切りこんでいく。

　飛ぶように流れていく周囲の景色。

　ぽっかり、アスファルトの欠けている場所が迫った。




　15時23分──

　南海みなみ、痛恨のクラッシュ。





　　　　　†






　悠ゆう斗とはお土産を買い、レンタカーを返却したあと、空港近くの喫茶店でお茶をしていた。

　窓からは木々の向こうに、海が見える。

　曇くもり空でなければ、もっと素敵な景色だろう。

　隣でマリィが居眠りしていた。

　向かい側には乃のノの香かがいて、家族にメールを送っている。

　その隣で、ナスが文庫を読んでいた。ブックカバーをかけているから、タイトルはわからないが。

　ちょっと気になって尋たずねてみる。

「ナスさん、なに読んでるの？」

「え？　あ……あの……神かみ絵えさんがイラストやってる作品を」

「ああ、《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》か」

「例のことがあって、ラノベの挿絵のオファーもありまして。前々から気にはなっていたんですが……私、あまり読んだことがなかったもので」

「それで、それを？」

　あまり初心者向けとはいえない。はっきり言えば〝濃い〟シリーズだと思うのだが。

　ナスが照れ笑いを浮かべる。

「神絵さんに訊きいたら〝アニメ化もする最新で最高のラノベを代表する作品〟とのことで、献本をいただきました」

「ハラミー!?」

　そういえば、あいつは自分と自著が大好きだった。

　騙だます意図はなく、本心なのだろうけれど。

　ナスが頬ほおを染めた。

「ちょっと……外だと読みにくいです」

「でしょうね」

　その作品は性的なシーンが多くて、挿絵の大半も服を着ていなかった。

　ハラミが〝軍服や和服をいっぱい調べたのに、ぜんぜん描かかないんだけど!?〟と憤いきどおっていたくらいだ。

　ちょっと中身を覗のぞいて、乃ノ香まで頬を染める。

「はわぁ……」

　ナスが本を閉じた。

「あの……ラノベって、こういうものなんでしょうか？」

「違います」

「そ、そうですよね……ユウトさんの《猫ソナ》はかわいらしかったですし」

「マリィの作品は、とくにファンタジックだからね」

　手の中の文庫本に、彼女は視線を落とす。

「でも……最初はびっくりしましたけど……読んでみると、意外な展開が多くて。えっちなだけの主人公が出世していくのが、けっこう面白いっていうか」

「アニメになるような作品なら、ただ肌色展開が多いだけじゃないよ。読み物として完成度が高くないと」

　裸を出せば売れるほど、甘い世界ではなかった。

　ナスが尋たずねる。

「これ、Ｒ18ではないんですよね？　その……けっこう、大人向けの描写が多いと感じたのですが」

　隣で話を聞いていた乃のノの香かが「あう」とうめいて、うつむいた。

　悠ゆう斗とは真面目まじめに返す。

「出版社ごとに基準があって、それに従ってると思う。自主規制だから、あるていどバラつきはあるけど」

「あ、自主規制なんですね」

「国が規制するようになったら大変だよ。それを検閲って呼ぶからね」

「そのとおりですね」

「まぁ、ルールが決められたら、その中で僕らは表現を……ん？」

　話している途中、ポケットの中でスマホが鳴動した。

　取り出すと、白しろ砂すなからの電話だ。

　妙な胸騒ぎがする。

　受話ボタンをタップした。

「はい」

『ユウト先パイ……』

「なにかあった？」

『……予定の時間になっても、神かみ絵えが戻ってこないんです。電話も繋つながらなくて』

「え？　どこへ行ったかわかる？」

『ゴーカートで、島を１周するって言って……』

　──最終日にやることか!?

　悠斗は時間を確認する。

　16時32分。

「まだ、少し時間はあるけど……どこに居るか、わからないんだよね？」

『は、はい……やっぱり、私が、ちゃんと止とめておけば』

「いいや。言い出したら聞かないヤツだし」

『はい……』

「今、白しろ砂すなさんは、どこ？」

　彼女がレンタルカートの店名を告げた。

　そこで待っているよう伝える。

　この喫茶店からだと、走るかタクシーを使うか迷うくらいの微妙な距離だった。

　悠ゆう斗とは通話を終え、乃のノの香かたちに言う。

「ハラミと連絡がつかないらしい。なんとかするから、先にマリィと空港へ行っててくれるかな？」

　ナスが腰を浮かせた。

「そんな……!?」

「大丈夫。そんな心配しなくていいから」

「でも……」

「僕が確かめてくるから、任せて」

　動揺した表情のままだったが、うなずいた。

　乃ノ香も不安そうだ。

「……わかりました。ユウト先生のキャリーバッグ、わたしが持っていきましょうか？」

「いや、それは……うーん……頼んでおくか」

　なにが起きるかわからない。できるだけ身軽なほうがいいだろう。

　ずっと隣で寝ていたマリィが、パチッと瞼まぶたを開いた。

「……また、誰か減ったの？」

「減ってないよ!?」
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　結局、悠斗は走って、レンタルカートの店へ辿たどり着く。途中で雨が降ってきたせいで、ずぶ濡ぬれだった。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「ユウト先パイ！」

　ガラス張りの建物から、濡れるのもかまわず白砂が出てきた。

「ハラミから連絡は？」

「まだ……」

　彼女が首を横に振る。

　時刻は16時47分。

　さすがに、笑えない残り時間になっていた。

「島を１周なら、きっと周遊道路だろう。タクシーを呼んで、走ってもらうしかないか」

「でも、クルマでも１時間以上はかかりますよ!?」

　再びスマホに視線を落とす。

　探しに出たら、どう考えても17時に空港へ間に合わない。

　背筋を嫌な汗がつたった。

「……仕方ない。白しろ砂すなさんは空港へ向かって」

「先パイは!?」

　悠ゆう斗とは肩をすくめる。

「あんなんでも友達なんでね。生きてるのか死んでるのかくらい確認しないと、寝覚めが悪いから」

「なら、私も！」

「白砂さんには、こっちを頼むよ」

　悠斗はポケットからサイフを取り出した。飛行機のチケットを４枚。

「でも！」

「なにがあっても、乃のノの香かちゃんは帰さないと」

「あ…………」

　明日は平日だ。14歳を旅行へ連れ出しておいて、予定通りに帰さないのは、責任ある大人の行動とは言えないだろう。

「頼むよ」

　白砂が震える手でチケットを受け取った。雨粒でチケットが濡ぬれる。

「……わかりました。ごめんなさい」

「いやいや……謝るべきなのは、ハラミだけだから」

　そして、電話でタクシーを呼んだ。

　16時55分──

　壮年の運転手に、「周遊道路を……」と説明しているとき。

　白砂のスマホが鳴った。

　慌てた様子で彼女が受話する。

「神かみ絵えッ!?」




『ごっめ～ん、ヤッちゃった。もうすぐ、店に着くからー』




　はぁぁぁぁぁ～……と白しろ砂すなが崩れ落ちる。

　脱力して倒れそうになる彼女を悠ゆう斗とは抱だき留とめた。その手から落ちたスマホを拾って、通話を代わる。

「ハラミ……？」

『あれ？　ユウトと一緒にいるんだ？　あ、もしかて、もう白砂は空港にいるとか？』

　さすがに一言、言っておく。




「大馬鹿者ー!!」




『ひゃっ!?』

「どれだけ心配かけたと思ってるんだ！」

　こちらの状況を伝えた。

　ようやく、事の重大さを理解したらしい。

　ハラミがしょげた声で言う。

『……ごめんなさい』

「それは戻ってから、みんなに言ってくれ。君、本当にケガはない？　今、そっちはどうなってる？」

　スピーカーから年配の女性の声がした。ノイズが混じっているのかと思ったが、どうやらエンジン音がしている。

『えっと……通りがかりの軽トラおばちゃんが、マシンごと拾ってくれたー』

「ああ、なるほど……」

　軽トラックが走る音だったのか。

『島しま瓜うりジェラートもくれたー。おいしい』

「僕は喫茶店で食べてたパッションフルーツ羊よう羹かんの味も吹っ飛んだよ。雨でずぶ濡ぬれだし」

『あたしもー』

「君のは、自業自得だと思うけど……」

『パンツの中までぐしょぐしょー』

「……そうか。僕と白砂さんだけでタクシーに乗るから、ハラミはソレが乾くまで滞在してるといいよ」

『待ってえええええー!!　本当にすみませんでした！　置いてかないでくださいーッ!!』
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　飛行機が離陸して、シートベルト着用のランプが消えた。雨雲を抜け、安定したようだ。

「クシュッ……!!」

　くしゃみした悠ゆう斗とに、乃のノの香かがタオルを差し出した。

「大丈夫ですか、ユウト先生？」

「うん。ちょっと冷えただけだから」

「毛布を借りられますよ？」

「いや……濡ぬらしちゃうと悪いし……」

　ハラミが店に到着したあと、大急ぎでカートを返却し（壊したことを平謝りし）、呼んでおいたタクシーで空港へ。

　悠斗たちは搭乗ゲートに飛びこんだのだ。

　当然、着替える暇などなかった。

　１つ後ろの座席に座っている白しろ砂すなが、呆あきれたような声で言う。

「団体客に感謝しないとねー。本当だったらタイムオーバーだったんだから」

　この便びんには団体客が乗っており、１つしかない搭乗ゲートに行列ができていた。受付中に出発はしないから、離陸そのものが遅れたのだった。

　悠斗たちの前の席では、ナスが黙りこくっている。その彼女に、ハラミが声をかけていた。

「ナ、ナスさん……？」

「つーん」

「本当にすみませんでした！」

「……知りません」

　羽はね田だに着くまでは、あんな感じだろうな、と思う。

　白砂が尋たずねる。

「そういや、神かみ絵え。カートは大丈夫だったの？」

「ううぅ……ちゃんと修理代は払うよ。修理が終わってから請求書を送ってもらうことになってる」

「まぁ、そうなるよねー。クルマでも家電でも修理となったら、部品を本土から取り寄せないといけないから、時間が掛かるんだ」

「そうみたいー」

　悠斗は言う。

「地面が濡れてるのに、下りで全開にしたと聞いて、鳥肌が立ったよ。バカすぎる」

「き、気持ちよかったんだもん」

「そういう人は運転しちゃダメだよ」

「……はい」

　まあまあ、と乃のノの香かが取りなす。

「神じん宮ぐう寺じ先生にケガがなくて、本当によかったです」

　うるうるとハラミが瞳ひとみを涙で滲にじませた。

「結婚しよ」

「し、しませんー」

　後ろから、カタカタカタカタカタ……と音が聞こえてくる。背もたれ越しに見てみると、白しろ砂すなの隣でマリィがノートＰＣを叩たたいていた。

　相変わらず、集中すると周囲の状況など全く関係ない。止まることのないマシンガン・タイピングだった。

　白砂が怯おびえたように身を引く。

「あの……ちょっと恐こわいんですけど……？」

　むしろ、悠ゆう斗とは嬉うれしかった。

「今回の旅行が楽しかったってことだと思うよ。それがマリィの本調子だから」

「へえー」

　執筆モードに入ったマリィの横顔を、じっと白砂が見つめる。

　悠斗は乃ノ香に手渡されたタオルで髪をぬぐった。

「ふぅ……」

「おつかれさまでした、ユウト先生」

「最後がバタバタしちゃったね。ごめんね、乃ノ香ちゃん」

「いえいえ……これも大勢での旅行ならでは、ですよね」

「たしかにね」

　八はち丈じよう島じまから羽はね田だまでの飛行機はフライト時間が短い。もう着陸準備のアナウンスがかかった。

　シートベルトを着ける。

「わあぁ……」

　窓の外に視線を向け、乃ノ香が声をあげた。

　悠斗も見てみる。

　無数の灯りが、街の形に煌めいていた。

　全体にソフトフォーカスをかけたように霞かすんでいる。八丈島とは空気が違うなぁ──と実感するのだった。
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　翌日の夕方──

　悠ゆう斗とはＰＣにスマホを繋つなぎ、写真データを移していた。

「これと、これと……」

　掃除機をかけていた手を止めて、乃のノの香かがディスプレイに目をやる。

「あ、旅行の写真ですか？」

「うん。みんなと共有しようと思って」

「嬉うれしいです」

「とはいえ、やたらと撮りまくったから、ちゃんと選ばないとね。よくわかんない写真もあるし」

　道ばたの名も知らぬ花や、古びた円筒形の郵便ポストや、ホテルの照明スタンドなど。

　わざわざ共有する必要はないだろう。

　乃ノ香が言う。

「あ、そのポスト、かわいいですね」

「ん？　ああ……裏うら見みヶが滝たきへ行く途中にあったよね」

「えっ……気付いてませんでした」

「そうか……じゃあ、これは共有フォルダに入れておこう」

「はい！」

　その後も、写真を選ぶ。

　乃のノの香かが一緒に眺め、うっとりした声色で言う。

「……楽しかったですねぇ、八はち丈じよう島じま」

「また行きたいね」

「はい！　ぜひ」

「そういや白しろ砂すなさんが〝次はスキューバダイビングをしましょう〟って言ってたよ。今回は海に潜もぐるには寒すぎる時期だったから」

　季節外れの日差しのおかげでプールは楽しめたが、スキューバには挑戦しなかった。

　乃ノ香が緊張した面持ちになる。

「わたし、潜ったことないので」

「僕もだよ」

「どんな感じなんでしょう？」

「聞いた話によると、まるで空を飛んでるような……って、いきなりそんな上う手まく潜れないかな」

　あ、そういえば──と悠ゆう斗とは封筒を取り出す。

　中にレポートが入っていた。

「こんなの、もらったよ」

「なんですか？」

「旅行しているあいだ、ワコムをお願いした、ペットシッターから」

　留守の期間に家へ来て、猫の世話をしてくれるサービスだった。

　猫の様子が写真つきで細々と書いてある。どう遊んであげただとか、水の消費量だとか、便の状態だとか。

　乃ノ香が難しい顔になった。

「……わたしがお世話するよりも、ワコムちゃんが幸せなのでは？」

「いやいや……まぁ、あっちはプロだしね。参考にすればいいんじゃない？」

「そうですね。まさか、お人形遊びが好きだったなんて……」

　レポートには、いくつかのオモチャの中から、仔こ猫ねこのヌイグルミが気に入ったようだったと書かれていた。

　乃ノ香がじっくり読む。

「トリミングまで……さすがは、プロです」

「頼んでよかったよ。長なが崎さき旅行のときは実家に預けたんだけど、コーギー犬クレヨンは吠ほえるわ、姉さんは熱を出しちゃうわ、トイレは失敗するわ、大変だったらしくて」

「あらら……」

　乃のノの香かが黙りこんだ。

　悠ゆう斗とは尋たずねる。

「……本当に１人で大丈夫？」

「はい。緊張しますけど、自分でやらないとダメだと思うので」

「わかった。じゃあ、僕は外へ出てるよ。美容室を予約してあるから、１時間くらいで帰るつもり」

「終わったら、連絡します」

「よろしく」

　ＯＡチェアから立ち上がり、セーターを着こむと、ポケットにサイフとスマホを放ほうりこむ。

　玄関まで見送りを受けた。

「行ってらっしゃいませ、ユウト先生」

「……がんばって、乃ノ香ちゃん」

「はい！」

　マンションを出た。

　商店街を歩き、もうすぐ美容室というところで、スマホが鳴る。

　──乃ノ香ちゃん？

　違った。

　スマホに表示されたのは『帝てい王おう文庫』の文字だった。

「は、はい」

『お世話になっております、帝王文庫の船ふな山やまと申します』

「ユウトです。おつかれさまです」

　見えているはずもないのに、背筋を伸ばす。

　電話を掛けてきたのは、今年の１月10日に発売した新作《レイン・レイン・ガールズ》担当の女性編集だった。

　そういえば、そろそろ２巻の原稿があがってくる頃か。

『実は、本日は重大なお知らせがありまして』

　重々しい口調で切り出してきた。

　嫌な予感がする。

　空から唾つばを呑のみこんだ。

「はい……」

　まさか、打ち切り？

　いや、ありえないか。作品の評判は上々で、船ふな山やまは〝記録的な初速〟と喜んでいた。

　コミカライズの話が来ている、とも言っていたから……

「あ、コミカライズが決まったとか？」

『そうですね。それもあるんですが』

「え？」

　スピーカーから、彼女が溜ためこんだ言葉が流れてくる。




『《レイン・レイン・ガールズ》！　来年放映でＴＶアニメ化、決定です！』




　悠ゆう斗とは固まった。

「え……？」

『おめでとうございます、ユウト先生！』

「……あ……ありがとうございます。え？　でも、まだ１巻じゃ？」

『もともと、初速がよければという条件で、枠を押さえていましたから』

　さすがは大手レーベルで売れっ子作家のシリーズということか。

　どこかで聞いたような話。

　悠斗は背筋が震える。

「これから……忙しくなりそうですかね？」

『なると思います！　編集長から、くれぐれも先生に別件を入れられないよう釘くぎを刺しておくように、って言われました』

「え、それは──」

　前に《猫ソナ》がアニメ化したときは、１本でも大学を諦めるくらい忙しかった。

『もう２巻の初稿はあがっていまして、ただいま修正中ですので。今週中には、お返しできるかと。よろしくお願いします』

「……はい」

　絞り出した。

　嬉うれしいことに違いはない。無数にある作品のなかで、アニメ化されるのは、ほんの一つまみしかないのだから。

　しかし、こうも立て続けに話が来るなんて……

　喜びと同時に、不安が胸の奥に渦巻いた。
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　30分後──

　予定より少し早く、玄関扉がいきなりバーンと開けられた。チャイムもノックもなし。

「ハーイ、悠ゆうちゃん！」

　甲高い声をあげたのは、京きよう橋ばし彩あや華か──ユウトの姉だった。

　まだ寒い時期なのに、胸元を紐ひもで編あんだシャツを着ており、色香を振りまいている。

　弟の部屋に来る格かつ好こうとしては、どうかと思うが。

　乃のノの香かは一瞬、呼吸が止まる。

「……ッ……いらっしゃい、ませ」

　彩華は目の前の乃ノ香を無視して、きょろきょろと部屋を見回した。

「……悠ちゃん？」

「彩華先生、すみません。ユウト先生はお出かけしていまして」

「は？」

　露骨に不機嫌そうな顔になる。

　腕組みした。

　長いため息をつく。

「──おかしいと思った。悠ちゃんのほうから、会いたいって言ってくるなんて」

「すみません」

　乃ノ香は深々と頭を下げた。

　緊張で震える。

　京橋彩華がいぶかしんで、睨ねめつけた。

「なにか私に話があるのかしらね？　貴女あなたが」

　さすがに勘がいい。

　いろいろ考えて準備しておいたのに、いざ本人を目の前にすると、言葉が出なくなってしまう。

　初めて会うわけではないが……

　こうして、前に立っていると、迫力があった。

「えっと……」

「顔を見て話しなさい。でなければ、帰るわ」

「ごめんなさい」

　乃ノ香は顔をあげ、じっと彩華のことを見つめる。

　どれほど鬼の形相かと震えていたが、しっかり見てみれば、そんなことはない。

　唇を引き結び、真剣な表情をしていた。

　彩華は右手に左手を重ね、背筋を伸ばして、まっすぐ見つめてくる。

「要件は、なにかしら？」

　乃のノの香かはその場に正座をし、息を吸った。

　三つ指をつく。




「──京きよう橋ばし彩あや華か先生、わたしに絵の描かき方を教えてください」























あとがき






『14歳とイラストレーター５』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者のむらさきゆきやです。

　本書を読んで、旅行へ行ったような気持ちを味わってもらえたら、とても嬉うれしいです。




　ＴＶアニメ化決定！

　本シリーズ『14歳とイラストレーター』が……ではなく『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』（講談社ラノベ文庫）というシリーズなのですが、アニメ化です。

　そして、本作の企画＆イラストを担当してくださっている溝みぞ口ぐちケージ先生の『青春ブタ野郎はバニーガール先輩の夢を見ない』もＴＶアニメ化が決定いたしました。

　たいへん素晴らしいですね。

　もう、本作がアニメ化したようなものではないでしょうか。違いますか。でも、そうなるようにがんばります。今後とも応援よろしくお願いいたします。




　本作『14歳とイラストレーター』のKamelie先生によるコミカライズが、サイコミにて連載中です。無料Web掲載ですので、お楽しみいただければ幸いです。




　さて、今回の物語──八はち丈じよう島じまへの旅行は夏がいいですね。取材に行ったときは夏だったんですけどね。執筆が年越し後になってしまうとは……

　一緒に取材へ行き、数々のネタを提供してくださったイラストレーターの皆様に感謝を。楽しかったですね！




　イラスト・企画の溝みぞ口ぐちケージ先生、今回も素晴らしいイラストとストーリー案をありがとうございます。

　デザイナーの木き緒おなち様、今回も良い感じのデザインをありがとうございます！

　担当編集の神かみ長なが様、心を入れ替えると宣言したはずなんですが、また遅くなってしまって申し訳ありませんでした。次こそは……!!

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　そして、ここまで読んでくださった読者様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　
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　少し間が空いてしまいました。お久しぶり！　皆さんのお口の恋人、溝みぞ口ぐちケージです。




　さて！　今回は八丈島！　いやー、またまた取材旅行行ってきました（半年前に）。

　……いえ、ただの行楽旅行だったんですけどね？　まあ２人揃ってたらネタにしますよね。ね？




　ってことで、マジでヤバい楽しい島でした（語彙不足）。

　ご飯美お味いしい、島の人みんな優しい、レジャー多い、おまけに羽はね田だから１時間！

　あまりにも気に入ったので、多分僕は定期的に遊びに行くのではと思います。

　問題はまたしても男旅行（今回は更に増量）だったので、その鬱うつ憤ぷんを晴らすがごとく水着に下着に上だけパジャマに、とたっぷりお色気シーンばっかり描きました。

　いやー僕ってば健全絵描きだから！　ホントは描きたくないのになー！　かぁーっ！

　ちなみにスキューバーなんかもやったので、作中で出しましょう！　ってむらさきさんに言われたのですが、

　ウェットスーツで色気を出すのは難しかったので没になりました。かなしい。

　……あ、上半身だけ脱いで、ビキニの上だけ出してるシーンならエロかったじゃん！　なんで今思いつくんだ……（大後悔）




　さておき。今回もむらさきさん、担当の神かみ長ながさん、デザインの木き緒おさん、その他大勢の方々にご協力頂いて本が出来ました。

　そして何よりコミカライズのKamelie先生！　サイコミさんにて絶賛連載中なのですが、本当に素晴らしいクオリティです……乃のノの香かちゃんの身体からだ、たまりません……ゴクリ。手前味噌とかじゃなく皆読んで！




　さて最後に。この度、私事ではあるのですが、電撃文庫の方で挿絵をさせていただいている青春ブタ野郎シリーズ、なんとアニメ化が発表されました。わーわー。

　むらさきさんの方もアニメ化が発表されたということで、このダブルのめでたさを記念し、アヘ顔ダブルピースをもちましてこのあとがきを締めさせていただきたいと思います。

　ご静聴、ありがとうございました。あへぇ。





溝みぞ口ぐちケージ　　　
























特別付録　書き下ろし短編　『バレンタイン（マリィ）』







『ユウトくん、ごはん行こう』

　悠斗は着信音に起こされ、スマホを手に取った。

　マリィからだ。

　時刻は４時半……

　相変わらず、彼女は非常識とマイペースがダンスを踊っていた。

　しかし、悠斗の生活時間も、ズレにズレてちょうど今が起床の時間だ。たまには外で朝食を取るのもいいだろう。

「えっと……この時間だと、伯爵がいいかな」

　深夜早朝でもオムライスやハンバーグが食べられる。

　駅で合流しよう──と提案したら、もう近くまで来ているらしい。悠斗は手早く着替えてマンションを降りた。

　ほどなくマリィが姿を見せる。

「こんばんは、ユウトくん」

「うん。そろそろ、おはようって時間だけどね……」

　もう空が明るくなっていた。

「日が昇るまでは夜よ？」

　そういう考え方もあるか。日の出までは、まだ少し時間があった。

　ふと尋ねる。

「電車、動いてた？　たしか、マリィは代官山だよね？　池袋まで何線を使ってるんだっけ。それとも、今日はタクシーで？」

　彼女が首をかしげた。

「歩いて来たよ」

「……なに？」

「ちょっと道を間違えたから、空が明るくなっちゃった」

「マリィ、女の子が深夜に歩き回るなんて、危ないよ」

　彼女は実は悠斗より年上らしいが、外見はまるで小学生のように幼く見える。そうでなくても、女性の一人歩きは危険だろう。

　聞いているのかいないのか……

　マリィがポケットからコンビニで売っているような四角いチョコを取り出した。

「これ、今日中に渡したかったから」

「チョコ？　あ、そういえば……昨日は２月14日……」

「日が昇るまでは、今日でしょ。まだ15日じゃないよ？」

　原稿の〆切かな？

〝金曜〟と言われたら〝月曜の朝まで〟みたいな。

「……まぁ、14日ということにしておこうか」

　悠斗は苦笑しつつ、マリィからチョコレートを受け取ろうとする。

　ところが、ひょいっと彼女は手を引っ込めると、包みを開けはじめた。

　なにをする気かと思ったら、チョコの端を自身の唇で挟む。

　マリィが目を閉じて、あごを上げた。

「ん！」

　まるで口づけを待つかのように……

　唇に挟まれた四角いチョコレート。

　急かすように、もう一度マリィが言う。

「ん！」

「ちょっ…………」

　悠斗は固まって、まだ肌寒い深夜だというのに背筋を汗がつたい落ちた。

　マリィが顔を近づけてきて──

　ぺろぺろ、と悠斗の唇が嘗められる。手を前に出すと、ふさっという毛皮の感触が。そして、胸元を小さな肉球に踏まれた。

　──なんだ!?

　目を開けると、悠斗はベッドで寝ていた。

「!?」

　にゃ！　にゃ！

　どうやら、妙な夢を見させたのは、飼い猫のワコムらしい。ぺろぺろ、と顔を嘗めていたのか。

　悠斗はため息をつく。

「おまえなー」

　そのとき、ポーンとスマホから着信音が鳴った。

　手に取ると、時刻は４時半。

　相手はマリィだった。

『ユウトくん、ごはん行こう』
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